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【
漢
検
漢
字
文
化
研
究
奨
励
賞
】
優
秀
賞

字
音
か
ら
見
た
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』「
仏
法
部
」
の
性
質

国
立
国
語
研
究
所　

特
任
助
教　

藤
本　

灯

は
じ
め
に

　

平
安
時
代
院
政
期
に
成
立
し
た
国
語
辞
書
で
あ
る
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』（
以
下
、
字
類
抄
）
の

収
録
語
彙
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
の
結
果
、
古
記
録
・
古
往
来
を
中
心
と
す
る
漢
字
文

献
、
漢
詩
文
類
、
仏
教
説
話
集
等
の
和
漢
混
淆
文
に
そ
の
用
例
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
語
の
性
格
―
延
い
て
は
出
典
を
、
用
例
以
外
の
視
点
か
ら
調
査
し
た
研
究
は
、
未
だ
に

乏
し
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
字
類
抄
二
一
部
中
一
五
番
目
の
「
畳
字
部
」
の
中
で
も
特
殊
な
「
仏
法
部
」
語

彙
（
全
二
二
六
語
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
仏
教
に
関
わ
る
語
群
に
付
さ
れ
た
音
注
―
典
型
的

な
仏
典
［
注
一
］
よ
り
抄
出
し
た
語
で
あ
れ
ば
、
一
般
に
は
呉
音
が
期
待
さ
れ
る
―
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
時
代
に
お
け
る
字
類
抄
語
彙
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

第
一
項　

仏
法
部
語
彙
の
概
観

　

字
類
抄
の
「
畳
字
部
」
は
、
音
読
語
の
収
録
語
数
が
五
〇
一
六
語
（
中
田
・
峰
岸
一
九
七
七
）
と
大

部
で
あ
り
、
二
字
以
上
の
漢
字
語
を
収
録
す
る
と
い
う
内
容
も
そ
れ
以
前
の
「
字
書
」
と
比
較
し
て
特

徴
的
で
あ
る
。
ま
た
畳
字
部
内
で
は
「
部
」「
分
」
に
意
義
分
類
さ
れ
（「
分
」
は
存
在
し
な
い
場
合
が

あ
る
）、
概
ね
整
然
と
排
列
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　

「
部
」
…
天
部
・
地
部
・
山
岳
部
・
河
海
部
・
神
社
部
・
仏
法
部
・
帝
王
部

 

～
灯
燭
部
・
牛
馬
部
・
雑
部
・
両
合
部
・
長
畳
字
の
全
三
九
部
。

　

本
稿
で
扱
う
、
畳
字
部
中
の
「
部
」
の
六
番
目
に
位
置
す
る
「
仏
法
部
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
下
位

分
類
の
「
分
」
が
存
在
す
る
。

　

仏
法
部
の
「
分
」
…
①
釈
教
分 

②
内
典
分 

③
寺
家
分 

④
法
会
分 

⑤
僧
侶
分

　

以
下
に
、「
仏
法
部
」
語
彙
の
本
文
を
示
し
、
後
に
【
表
一
】
篇
別
項
目
数
・【
表
二
】「
分
」「
名
」

別
項
目
数
を
示
す
。
こ
れ
ら
を
元
に
、
次
項
で
は
、
語
に
付
さ
れ
た
音
注
を
具
体
的
に
検
証
す
る
。

※
前
田
本
の
逸
す
る
範
囲
（
中
巻
及
び
ユ
メ
ミ
篇
）
は
黒
川
本
を
用
い
た
。

※ 

通
し
番
号
（
出
現
順
）・
見
出
し
語
・
声
点
（
な
い
場
合
は
「
‐
」
で
こ
れ
を
示
す
）・
注
文
（
／
は

改
行
を
示
す
、
仮
名
音
注
は
声
点
の
清
濁
を
反
映
し
た
）・
篇
・
所
在
の
順
に
示
し
た
。

※ 

見
出
し
語
・
注
文
は
、
原
則
と
し
て
通
行
字
体
で
示
し
た
が
、
通
行
字
体
と
の
差
異
が
一
定
以
上
認

め
ら
れ
る
字
を
近
似
の
旧
字
体
で
示
し
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
通
行
字
体
を
（　

）
内
に
補
足
し

た
場
合
が
あ
る
。
誤
字
等
は
原
則
と
し
て
原
文
通
り
に
示
し
、（　

）
内
に
正
し
い
と
思
わ
れ
る
字

体
を
補
う
等
し
た
。
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1
引
攝
（
摂
）（
平
去
濁
）
佛
法
部
／
イ
ン
ゼ
ウ
（
イ
前
田
上1

2

ウ
）

2

引
導
（
平
平
濁
）
同
／
イ
ン
ダ
ウ
（
イ
前
田
上1

2

ウ
）

3

因
縁
（
去
上
）
内
典
分
／
イ
ン
エ
ン
／
又
人
倫
部
（
イ
前
田
上1

2

ウ
）

4

因
果
（
去
平
濁
）
同
／
イ
ン
グ
ワ
（
イ
前
田
上1

2

ウ
）

5

六
通
（
入
去
）
佛
法
部
／
ロ
ク
ツ
ウ
（
ロ
前
田
上1

9

オ
）

6

論
議
（
平
平
濁
）
僧
侶
分
／
ロ
ン
ギ
（
ロ
前
田
上1

9

オ
）

7

論
辭
（
匠
）（
平
去
濁
）
同
／
ロ
ン
ジ
ヤ
ウ
（
ロ
前
田
上1

9

オ
）

8

八
講
（
入
平
）
佛
法
部
／
ハ
ツ
カ
ウ
（
ハ
前
田
上3

1

ウ
）

9

八
教
（
入
平
）
ハ
ツ
ケ
ウ
／
釋
教
分
（
ハ
前
田
上3

1

ウ
）

1
0

白
馬
（
入
上
濁
）
寺
名
／
ハ
ク
バ
（
ハ
前
田
上3

1

ウ
）

1
1

入
礼
（
入
平
）
佛
法
部
／
ニ
フ
ラ
イ
／
法
會
分
（
ニ
前
田
上4

0

オ
）

1
2

忍
辱
（
平
入
軽
）
シ
ノ
ヒ
ハ
ツ
／
ニ
ン
ニ
ク
／
僧
侶
分
／
又
慈
悲
分
（
ニ
前
田
上4

0

オ
）

1
3

入
滅
（
‐
‐
）
ニ
ウ
メ
ツ
／
僧
死
也
（
ニ
前
田
上4

0

オ
）

1
4

入
室
（
入
入
）
同　

ニ
ツ
シ
ツ
／
又
芝
名
（
ニ
前
田
上4

0

オ
）

1
5

柔
和
（
去
上
）
同
／
ニ
ウ
ワ
（
ニ
前
田
上4

0

オ
）

1
6

柔
軟
（
去
平
）
ニ
ウ
ナ
ン
／
同
（
ニ
前
田
上4

0

オ
）

1
7

法
文
（
入
去
）
佛
法
部
／
ホ
ウ
モ
ン
／
内
典
分
（
ホ
前
田
上4

7
オ
）

1
8

梵
字
（
平
濁
平
濁
）
同
／
ボ
ン
ジ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

1
9

梵
語
（
平
濁
平
濁
）
同
／
ボ
ン
ゴ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
0

翻
譯
（
去
入
）
同
／
ホ
ン
ヤ
ク
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
1

法
相
（
入
平
）
同
／
ホ
フ
サ
ウ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
2

法
華
（
入
上
）
寺
家
部
／
ホ
フ
ク
ヱ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
3

寳
幢
（
平
去
濁
）
同
／
ホ
ウ
ド
ウ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
4

寳
蓋
（
平
去
）
同
／
ホ
ウ
カ
イ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
5

法
會
（
入
平
）
―
―
分
／
ホ
フ
ヱ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
6

法
用
（
入
平
）
同
／
ホ
ウ
ヨ
ウ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
7

硯
（
発
）
露
（
入
平
）
僧
侶
分
／
ホ
ツ
ロ
（
ホ
前
田
上4

7

オ
）

2
8

梵
行
（
平
濁
平
濁
）
同
／
ボ
ン
ギ
ヤ
ウ
（
ホ
前
田
上4

7

ウ
）

2
9

菩
提
（
去
濁
上
濁
）
同
／
ボ
ダ
イ
（
ホ
前
田
上4

7

ウ
）

3
0

燈
明
（
去
上
）
佛
法
部
／
ト
ウ
ミ
ヤ
ウ
（
ト
前
田
上6

2

オ
）

3
1

讀
経
（
入
上
）
僧
侶
分
／
ト
ク
キ
ヤ
ウ
（
ト
前
田
上6

2

オ
）

3
2

斗
藪
（
上
上
）
同
／
ト
ウ
ソ
ウ
（
ト
前
田
上6

2

オ
）

3
3

度
縁
（
平
上
）
同
／
ト
エ
ン
（
ト
前
田
上6

2

オ
）

3
4

登
壇
（
平
平
濁
）
同
／
ト
ウ
ダ
ン
（
ト
前
田
上6

2

オ
）

3
5

長
講
（
平
平
濁
）
佛
法
部
／
チ
ヤ
ウ
ガ
ウ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

3
6

鎮
護
（
平
平
濁
）
チ
ン
ゴ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

3
7

知
識
（
去
入
）
チ
シ
キ
／
同
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

3
8

頂
戴
（
平
平
）
同
／
チ
ヤ
ウ
タ
イ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

3
9

長
行
（
去
濁
上
濁
）
内
典
分
／
ヂ
ヤ
ウ
ガ
ウ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

4
0

中
門
（
去
上
）
寺
家
分
／
チ
ウ
モ
ン
（
チ
前
田
上6

9

オ
）
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4
1

住
持
（
平
濁
上
濁
）
同
／
ヂ
ウ
ヂ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

4
2

聴
衆
（
平
平
濁
）
法
會
分
／
チ
ヤ
ウ
ジ
ウ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

4
3

聴
聞
（
平
去
）
チ
ヤ
ウ
モ
ン
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

4
4

定
者
（
平
濁
平
濁
）
同
／
ヂ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

4
5

除
帳
（
去
濁
平
濁
）
僧
侶
分
／
ヂ
ヨ
ヂ
ヤ
ウ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

4
6

持
齊
（
斎
）（
去
濁
上
）
ヂ
サ
イ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

4
7

利
他
（
平
上
）
佛
法
部
／
リ
タ
（
リ
前
田
上7

4

ウ
）

4
8

両
界
（
平
平
濁
）
リ
ヤ
ウ
ガ
イ
（
リ
前
田
上7

4

ウ
）

4
9

霊
驗
（
去
平
濁
）
同
／
リ
ヤ
ウ
ゲ
ム
（
リ
前
田
上7

4

ウ
）

5
0

竪
義
（
平
平
濁
）
法
會
分
／
リ
ウ
ギ
（
リ
前
田
上7

4

ウ
）

5
1

利
養
（
平
平
）
僧
侶
分
／
リ
ヤ
ウ
（
リ
前
田
上7

4

ウ
）

5
2

留
難
（
去
平
）
佛
法
部
／
ル
ナ
ン
／
僧
侶
分
（
ル
前
田
上7

9

ウ
）

5
3

香
花
（
去
上
濁
）
佛
法
部
／
カ
ウ
グ
ワ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

5
4

加
持
（
去
上
濁
）
カ
ヂ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

5
5

加
護
（
去
平
濁
）
カ
ゴ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

5
6

降
伏
（
去
濁
入
濁
）
同
／
ガ
ウ
ブ
ク
／
又
醫
方
分
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

5
7

渇
仰
（
入
平
濁
）
同
／
カ
ツ
ガ
ウ
／
帰
依
―
―
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

5
8

講
堂
（
平
上
濁
）
寺
家
分
／
カ
ウ
ダ
ウ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

5
9

鴈
（
雁
）
塔
（
去
濁
入
）
同
／
ガ
ン
タ
ウ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
0

伽
藍
（
去
濁
上
）
同
／
ガ
ラ
ム
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
1

講
説
（
平
入
濁
）
法
會
分
／
カ
ウ
ゼ
ツ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
2

講
筵
（
平
平
）
同
／
カ
ウ
エ
ム
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
3

講
經
（
平
去
濁
）
同
／
カ
ウ
ギ
ヤ
ウ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
4

講
演
（
平
平
）
同
／
カ
ウ
エ
ン
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
5

講
師
（
平
上
濁
）
カ
ウ
ジ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
6

合
諂
（
殺
）（
入
入
）
カ
フ
サ
ツ
／
云
阿
弥

仏
也
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
7

加
荼
（
去
上
濁
）
同
／
カ
ダ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
8

合
黨
（
入
上
）
僧
侶
分
／
カ
フ
タ
ウ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

6
9

戒
條
（
平
平
）
同
／
カ
イ
テ
ウ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

7
0

羯
磨
（
入
平
）
同
／
カ
ツ
マ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

7
1

大
門
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
タ
イ
モ
ン
／
寺
家
分
（
タ
黒
川
中
9
ウ
）

7
2

導
師
（
‐
‐
）
法
會
分
／
タ
ウ
シ
（
タ
黒
川
中
9
ウ
）

7
3

堂
童
子
（
‐
‐
）
同
／
タ
ウ
ト
ウ
シ
（
タ
黒
川
中
9
ウ
）

7
4

道
心
（
‐
‐
）
僧
侶
分
／
タ
ウ
シ
ム
（
タ
黒
川
中
9
ウ
）

7
5

壇
（
檀
）
越
（
‐
‐
）
同
／
タ
ン
ヲ
ツ
（
タ
黒
川
中
9
ウ
）

7
6

霊
驗
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
レ
イ
ケ
ン
（
レ
黒
川
中1

4

ウ
）

7
7

練
習
（
‐
‐
）
同
／
レ
ン
シ
ウ
（
レ
黒
川
中1

4

ウ
）

7
8

練
行
（
‐
‐
）
僧
侶
分
／
レ
ン
キ
ヤ
ウ
（
レ
黒
川
中1

4

ウ
）

7
9

尊
重
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
ソ
ン
テ
ウ
（
ソ
黒
川
中1

8

ウ
）

8
0

僧
侶
（
‐
‐
）
―
―
分
／
ソ
ウ
リ
ヨ
（
ソ
黒
川
中1

8

ウ
）
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8
1

僧
家
（
‐
‐
）
同
／
ソ
ウ
ケ
（
ソ
黒
川
中1

8

ウ
）

8
2

僧
房
（
‐
‐
）
同
／
ソ
ウ
ハ
ウ
（
ソ
黒
川
中1

8

ウ
）

8
3

追
福
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
ツ
イ
フ
ク
（
ツ
黒
川
中2

8

オ
）

8
4

頭

（
陀
）（
‐
‐
）
僧
侶
分
／
ツ
ウ
タ
（
ツ
黒
川
中2

8

オ
）

8
5

念
誦
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
ネ
ン
シ
ユ
／
僧
侶
分
（
ネ
黒
川
中3

1

ウ
）

8
6

念
佛
（
‐
‐
）（
ネ
黒
川
中3

1

ウ
）

8
7

南
無
（
‐
‐
）
ワ
レ
ヲ
タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ
／
佛
法
部
／
ナ
ム
モ
（
ナ
黒
川
中3

7

オ
）

8
8

内
典
（
‐
‐
）
―
―
分
／
ナ
イ
テ
ン
（
ナ
黒
川
中3

7

オ
）

8
9

礼
拜
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
ラ
イ
ハ
イ
（
ラ
黒
川
中4

1

オ
）

9
0

礼
足
（
‐
‐
）
同
／
ラ
イ
ソ
ク
（
ラ
黒
川
中4

1

オ
）

9
1

礼
盤
（
‐
‐
）
寺
家
分
／
ラ
イ
ハ
ン
（
ラ
黒
川
中4

1

オ
）

9
2

烏
瑟
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
ウ
シ
ユ
ツ
（
ウ
黒
川
中5

3

ウ
）

9
3

有
驗
（
‐
‐
）
同
／
僧
侶
分
（
ウ
黒
川
中5

3
ウ
）

9
4

圍
繞
（
‐
‐
）
遶
イ
本
／
佛
法
部
／
ヰ
ネ
ウ
（
ヰ
黒
川
中5

7

オ
）

9
5

威
力
（
‐
‐
）
同
／
又
尊
者
部
（
ヰ
黒
川
中5

7

オ
）

9
6

威
光
（
‐
‐
）
同
（
ヰ
黒
川
中5

7

オ
）

9
7

擁
護
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
オ
ウ
コ
（
オ
黒
川
中6

9

ウ
）

9
8

潅
佛
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
ク
ワ
ン
フ
ツ
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

9
9

潅
頂
（
‐
‐
）
ク
ワ
ン
チ
（
複
点
）
ヤ
ウ
／
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
0

供
養
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
1

恭
敬
（
‐
‐
）
ヰ
ヤ

く
シ
／
ク
キ
ヤ
ウ
／
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
2

歸
依
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
3

華
厳
（
‐
‐
）
内
典
分
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
4

倶
舎
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
5

苦
修
（
‐
‐
）
ネ
ン
コ
ロ
／
僧
侶
分
／
ク
シ
ユ
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
6

苦
行
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
7

久
住
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
8

功
徳
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
0
9

観
空
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
1
0

悔
過
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7

9

オ
）

1
1
1

化
他
（
‐
‐
）
同
（
ク
黒
川
中7
9

オ
）

1
1
2

摩
頂
（
‐
‐
）
佛
法
部
（
マ
黒
川
中9

4

ウ
）

1
1
3

結
縁
（
‐
‐
）
佛
法
部
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
1
4

結
衆
（
‐
‐
）（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
1
5

潔
齊
（
斎
）（
‐
‐
）
イ
ツ
ク
シ
ク
ヨ
シ
／
ケ
ツ
サ
イ
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
1
6

顕
密
（
‐
‐
）
同
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
1
7

教
法
（
‐
‐
）
同
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
1
8

顕
教
（
‐
‐
）
内
典
分
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
1
9

偈
頌
（
‐
‐
）
同
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
2
0

結
願
（
‐
‐
）
法
會
分
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）



―
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1
 ―

1
2
1

驗
者
（
‐
‐
）
僧
侶
分
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
2
2

教
化
（
‐
‐
）
同
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
2
3

教
授
（
‐
‐
）
ヲ
シ
ヘ
サ
ツ
ク
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
2
4

加
行
（
‐
‐
）
同
／
ケ
キ
ヤ
ウ
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

1
2
5

佛
法
（
‐
‐
）
―
―
部
（
フ
黒
川
中1

0
6

オ
）

1
2
6

佛
名
（
‐
‐
）
同
（
フ
黒
川
中1

0
6

オ
）

1
2
7

布
薩
（
‐
‐
）
同
（
フ
黒
川
中1

0
6

オ
）

1
2
8

諷
誦
（
‐
‐
）
同
（
フ
黒
川
中1

0
6

オ
）

1
2
9

鳧
鐘
（
‐
‐
）
寺
家
分
／
フ
シ
ヨ
ウ
（
フ
黒
川
中1

0
6

オ
）

1
3
0

舞
臺
（
‐
‐
）
同
（
フ
黒
川
中1

0
6

オ
）

1
3
1

五
戒
（
平
平
）
仏
法
部
（
コ
前
田
下1

0
ウ
）

1
3
2

五
時
（
‐
‐
）
釈
教
／
名
（
コ
前
田
下1

0
ウ
）

1
3
3

金
乗
（
去
上
）
佛
名
／
コ
ム
シ
ヨ
ウ
（
コ
前
田
下1

0

ウ
）

1
3
4

金
堂
（
去
上
）
寺
家
分
（
コ
前
田
下1

0

ウ
）

1
3
5

金

（
鼓
）（
去
平
）
同
（
コ
前
田
下1

0

ウ
）

1
3
6

許
可
（
平
平
）
コ
カ
（
コ
前
田
下1

0

ウ
）

1
3
7

護
摩
（
平
濁
上
）
ゴ
マ
（
コ
前
田
下1

0

ウ
）

1
3
8

御
齊
（
斎
）
會
（
‐
‐
‐
）
法
會
分
（
コ
前
田
下1

0

ウ
）

1
3
9

摘
花
（
入
平
）
佛
法
部
／
テ
キ
ク
ワ
（
テ
前
田
下2

2

オ
）

1
4
0

天
台
（
去
上
）
内
典
（
テ
前
田
下2

2

オ
）

1
4
1

安
居
（
去
上
）
佛
寳
部
／
ア
ン
コ
／
僧
侶
分
（
ア
前
田
下3

9

オ
）

1
4
2

三
昧
（
去
平
）
佛
法
部
／
（
以
下
擦
消
）
サ
■
■
■
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
4
3

三
歸
（
去
上
）
同
／
仏
法
僧
也
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
4
4

綵
色
（
平
入
）
イ
ロ
ト
ル
／
同
／
サ
イ
シ
キ
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
4
5

讃
嘆
（
平
平
濁
）
サ
ン
ダ
ン
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
4
6

相
應
（
去
上
）
同
／
サ
ウ
ヲ
ウ
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
4
7

三
明
（
去
‐
）（
注
記
擦
消
）（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
4
8

三
論
（
去
平
）
内
典
分
／
（
以
下
擦
消
）
サ
■
■
■
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
4
9

三

（
綱
）（
去
上
）
寺
家
分
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
0

彩
幡
（
平
去
）
同
／
サ
イ
ハ
ン
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
1

最
勝
（
去
平
）
法
會
分
／
（
以
下
擦
消
）
サ
■
■
■
ウ
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
2

三
礼
（
平
平
）
同
／
（
以
下
擦
消
）
サ
■
■
■
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
3

散
花
（
平
上
濁
）（
以
下
擦
消
）
サ
■
ゲ
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
4

坐
禅
（
平
去
）
僧
侶
分
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
5

桒
（
桑
）
門
（
‐
‐
）
サ
ウ
モ
ン
／
僧
名
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
6

齊
（
斎
）
食
（
平
入
）
同
／
サ
イ
シ
キ
／
時
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
7

齊
（
斎
）
戒
（
平
去
）
サ
イ
カ
イ
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
8

懴
慙
（
懺
悔
）（
平
平
）
同
／
サ
ン
ク
ヱ
／
又
下
字
悔
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
5
9

懴
愧
（
慚
愧
）（
去
濁
平
濁
）
ハ
チ
ハ
ツ
／
同
／
上
―
天
／
下
―
人
／
ザ
ム
グ
ヰ
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

1
6
0

讃
佛
（
平
入
）
同
／
（
以
下
擦
消
）
サ
ン
フ
ツ
（
サ
前
田
下5

1

オ
）
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1
6
1

祈
念
（
去
平
）
佛
法
部
／
キ
ネ
ム
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
6
2

祈
願
（
去
平
）
同
／
キ
ク
ワ
ン
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
6
3

義
觧
（
解
）（
平
平
）
内
典
分
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
6
4

經
論
（
去
平
）
同
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
6
5

經
蔵
（
‐
‐
）
寺
家
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
6
6

行
香
（
去
上
）
法
會
分
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
6
7

行
道
（
去
平
）
同
／
キ
ヤ
ウ
タ
ウ
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
6
8

行
者
（
平
平
）
僧
侶
分
／
キ
ヤ
ウ
シ
ヤ
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
6
9

経
行
（
去
上
濁
）
同
（
キ
前
田
下6

1

オ
）

1
7
0

維
摩
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
法
會
分
（
ユ
黒
川
下5

6

ウ
）

1
7
1

面
向
（
‐
‐
）
佛
法
部
（
メ
黒
川
下6

0
オ
）

1
7
2

蜜
（
密
）
教
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
内
典
分
（
ミ
黒
川
下6

5

ウ
）

1
7
3

冥
加
（
‐
‐
）
僧
侶
分
／
ミ
ヤ
ウ
カ
（
ミ
黒
川
下6

5

ウ
）

1
7
4

弥
天
（
‐
‐
）
ミ
テ
ン
／
僧
名
（
ミ
黒
川
下6

5
ウ
）

1
7
5

名
聞
（
‐
‐
）
同
／
ミ
ヤ
ウ
モ
ン
（
ミ
黒
川
下6

5
ウ
）

1
7
6

冥
譴
（
‐
‐
）
ミ
ヤ
ウ
ケ
ン
（
ミ
黒
川
下6

5

ウ
）

1
7
7

修
法
（
‐
‐
）
仏
法
部
／
シ
ユ
ホ
ウ
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
7
8

石
塔
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
7
9

誦
經
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
0

守
護
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
1

四
弘
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
2

自
利
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
3

（
荘
）
厳
（
去
上
濁
）
シ
ヤ
ウ
ゴ
ム
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
4

周

（
匝
）（
去
去
）
シ
ユ
サ
ウ
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
5

勝
利
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
6

信
施
（
‐
‐
）
シ
ン
セ
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
7

受
記
（
‐
‐
）
同
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
8

章

（
‐
‐
）
内
典
分
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
8
9

聖
教
（
平
平
濁
）
シ
ヤ
ウ
ゲ
ウ
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
9
0

真
言
（
‐
‐
）
シ
ン
コ
ン
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
9
1

止
観
（
‐
‐
）
シ
ク
ワ
ン
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
9
2

悉
曇
（
入
去
）
シ
ツ
タ
ム
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
9
3

成
實
（
‐
‐
）
同
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
9
4

寺
家
（
‐
‐
）
―
―
分
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

1
9
5

鐘
樓
（
‐
‐
）
同
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

1
9
6

鐘
堂
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下8

0

オ
）

1
9
7

常
行
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下8

0

オ
）

1
9
8

石
磬
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下8

0

オ
）

1
9
9

借
住
（
‐
‐
）
同
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
0

咒
（
呪
）
願
（
‐
‐
）
法
會
分
（
シ
前
田
下8

0

オ
）
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2
0
1

受
持
（
‐
‐
）
シ
ユ
チ
／
經
名
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
2

進
善
（
去
平
）
シ
ン
セ
ン
／
幡
名
也
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
3

釋
教
（
‐
‐
）
五
時
八
教
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
4

浄
行
（
‐
‐
）
僧
侶
分
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
5

修
驗
（
‐
‐
）
シ
ユ
ケ
ム
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
6

修
學
（
‐
‐
）
シ
ユ
カ
ク
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
7

修
行
（
‐
‐
）
シ
ユ
キ
ヤ
ウ
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
8

受
戒
（
‐
‐
）
シ
ユ
カ
イ
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
0
9

師
檀
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下8

0
オ
）

2
1
0

師
辭
（
匠
）（
‐
‐
）
シ
ヽ
ヤ
ウ
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
1
1

自
恣
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
1
2

障
礙
（
平
平
）
シ
ヤ
ウ
ケ
（
シ
前
田
下8

0
オ
）

2
1
3

瀉
（
原
字
は

＋
冩
）
瓶
（
去
上
）
シ
ヤ
ヒ
ヤ
ウ
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
1
4

釋
經
（
‐
‐
）（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
1
5

衆
断
（
‐
‐
）
同
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

2
1
6

廻
向
（
去
平
）
仏
法
部
／
ヱ
カ
ウ
／
法
會
分
（
ヱ
前
田
下8

9

オ
）

2
1
7

譬
喩
（
平
平
）
仏
法
部
／
ヒ
ユ
／
内
典
分
（
ヒ
前
田
下9

7
ウ
）

2
1
8

白
毫
（
入
濁
去
濁
）
ビ
ヤ
ク
ガ
ウ
（
ヒ
前
田
下9

7

ウ
）

2
1
9

非
時
（
去
上
）
僧
侶
分
（
ヒ
前
田
下9

7

ウ
）

2
2
0

誓
願
（
去
平
）
仏
法
部
リ
（
セ
前
田
下1

1
0

オ
）

2
2
1

刹
柱
（
入
去
）
寺
家
（
セ
前
田
下1

1
0

ウ
）

2
2
2

説
經
（
入
上
）
僧
侶
分
／
セ
ツ
キ
ヤ
ウ
（
セ
前
田
下1

1
0

ウ
）

2
2
3

説
法
（
‐
‐
）
同
／
セ
ツ
ホ
ウ
（
セ
前
田
下1

1
0

ウ
）

2
2
4

禅
房
（
去
上
）
同
（
セ
前
田
下1

1
0

ウ
）

2
2
5

禅
室
（
去
入
）（
セ
前
田
下1

1
0

ウ
）

2
2
6

禅
定
（
去
平
）
同
（
セ
前
田
下1

1
0

ウ
）

【
表
一
】
篇
別
項
目
数

※ 

【
表
一
】
の
通
り
、
全
二
二
六
項
目
で
あ
る
。
仏
法
部
の
排
列
の
中
に
畳
字
部
神
社
部
語
彙
等
別
部

の
語
が
紛
れ
て
い
る
場
合
は
こ
れ
を
排
除
し
た
。

※ 

「7
3

堂
童
子
」「1

3
8

御
齊
（
斎
）
會
」
は
三
漢
字
語
で
あ
り
、
本
来
畳
字
部
音
読
語
末
の
「
長
畳

字
」
に
排
さ
れ
る
べ
き
語
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
表
に
含
め
た
。

※ 

な
お
、
仏
法
部
は
畳
字
部
前
半
の
音
読
語
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
表
に
あ
る
全
て
の
語
が



―
 1

4
 ―

音
読
語
と
な
っ
て
い
る
。

【
表
二
】「
分
」「
名
」
別
項
目
数

※ 

【
表
二
】
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
本
来
は
「
部
」「
分
」
等
の
表
記
が
注
文
に
存
し
な
い
項
目
に

つ
い
て
も
、
前
後
の
項
目
注
記
や
内
容
、「
同
」
表
記
よ
り
推
察
し
、
二
二
六
項
目
全
て
に
つ
い
て

こ
れ
ら
を
補
い
、
い
ず
れ
か
の
分
類
を
施
し
た
（
次
表
）。

※ 

注
文
内
に
「
又
人
倫
部
」（
人
倫
部
）・「
又
慈
悲
分
」（
人
情
部
）・「
又
醫
方
分
」（
醫
方
部
の
誤
り
か
）・
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「
又
尊
者
部
」（
尊
者
部
）
と
し
て
、
畳
字
部
内
の
別
の
「
部
」「
分
」
を
補
足
注
記
す
る
場
合
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
表
に
含
め
ず
、
仏
法
部
内
の
分
類
に
よ
っ
て
の
み
示
し
た
。

※ 

単
に
「
仏
法
部
」
と
あ
る
も
の
は
、
大
部
分
が
該
当
篇
該
当
部
の
冒
頭
に
位
置
し
、
広
く
仏
教
に
関

係
す
る
語
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、「2

1
7

白
毫
」（
仏
の
眉
間
に
あ
る
白
い
毛
）
に

つ
い
て
は
、
前
後
に
内
典
分
や
僧
侶
分
が
あ
る
も
の
の
、
語
義
か
ら
「
分
」
を
持
た
な
い
仏
法
部
に

分
類
し
た
。

※ 

仏
法
部
の
分
名
に
用
い
ら
れ
た
「
釈
教
・
内
典
・
寺
家
・
法
会
・
僧
侶
」
の
語
は
い
ず
れ
も
仏
法
部

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
峰
岸
氏
（
中
田
・
峰
岸
一
九
七
七
・
解
説
篇
四
三
頁
）
の
御
指
摘
通

り
、
分
名
は
こ
の
順
に
排
列
さ
れ
、
順
序
に
乱
れ
は
な
か
っ
た
。

　
　

釋
教　

五
時
八
教
（
畳
字
・
シ
前
田
下8

0

オ
）

　
　

内
典　

―
―
分
／
ナ
イ
テ
ン
（
畳
字
・
ナ
黒
川
中3

7

オ
）

　
　

寺
家　

―
―
分
（
畳
字
・
シ
前
田
下7

9
ウ
）

　
　

法
會　

―
―
分
／
ホ
フ
ヱ
（
畳
字
・
ホ
前
田
上4

7

オ
）

　
　

僧
侶　

―
―
分
／
ソ
ウ
リ
ヨ
（
畳
字
・
ソ
黒
川
中1

8

ウ
）

第
二
項　

仏
法
部
語
彙
の
音
注

　

本
辞
書
の
音
注
（
声
調
、
仮
名
音
注
、
直
音
音
注
＝
類
音
表
記
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究

が
為
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
参
照
）。
そ
の
中
で
も
特
に
仏
法
部
語
彙
に
つ
い
て
は
、
高
松
氏

（
一
九
八
〇
ａ
）
に
御
指
摘
が
あ
る
（
一
部
後
述
）。
高
松
氏
は
色
葉
字
類
抄
の
呉
音
を
我
が
国
の
呉

音
声
調
史
上
に
位
置
付
け
、
呉
音
声
調
資
料
と
し
て
の
色
葉
字
類
抄
の
性
格
を
浮
き
彫
り
に
す
る
、
と

の
目
的
で
、
前
田
本
の
声
点
を
調
査
対
象
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
際
し
中
巻
を
含
む
全
巻
の

仮
名
音
注
を
原
則
と
し
て
調
査
の
埒
外
に
置
か
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
改
め
て
調
査
の
結
果
を
報
告
す
る

次
第
で
あ
る
。
本
項
の
目
的
は
、
語
彙
研
究
・
字
類
抄
研
究
の
立
場
か
ら
仏
法
部
の
漢
字
音
を
分
析
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
自
ず
と
分
析
範
囲
に
差
が
生
ず
る
も
の
と
理
解
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
字
類
抄
全
体
の
声
調
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
課
題
と
は
別
に
、
仏
法
部
語
彙
の
音
注
が
如
何

な
る
様
相
の
も
の
で
あ
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
仏
法
部
を
始
め
と
す
る
畳
字
部
語
彙
の
音
注
に
つ

い
て
、
想
定
さ
れ
る
当
時
の
利
用
者
に
ど
の
程
度
の
厳
密
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
―
延
い
て
は
、
如

何
な
る
目
的
で
字
類
抄
が
編
纂
さ
れ
た
か
、
と
い
う
点
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
と

筆
者
は
考
え
る
。

■
音
注
概
観

　

仏
法
部
語
彙
に
付
さ
れ
た
音
注
の
詳
細
は
前
項
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
が
、「
声
点
の
有
無
」「
仮
名

音
注
の
有
無
」「
声
点
型
別
項
目
数
」
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
【
表
三
】【
表
四
】【
表
五
】
の
よ
う
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
法
部
語
彙
（
前
田
本
）
の
約
四
分
の
三
の
語
が
差
声
さ
れ
て
お
り
（【
表
三
】

下
表
）、
仏
法
部
語
彙
の
約
三
分
の
二
の
語
に
仮
名
音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
（【
表
四
】
下
表
）
こ
と
が

分
か
る
。
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※ 

黒
川
本
に
は
差
声
さ
れ
て
お
ら
ず
、
声
調

の
分
析
に
は
前
田
本
の
一
二
一
語
の
み
が

使
用
可
能
で
あ
る
。

※ 

字
類
抄
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
二
字
以

上
の
漢
字
語
の
一
部
の
み
に
差
声
さ
れ
る

例
は
、
仏
法
部
語
彙
に
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な

か
っ
た
。「1

4
7

三
明
（
去
‐
）」
は
、
部

分
差
声
の
唯
一
の
例
で
あ
る
。

※ 

字
類
抄
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
語
の
一
部
に
の
み
読
み
方

（
音
読
み
）
が
示
さ
れ
る
よ
う
な
例
は
な
か
っ
た
。

※ 

上
字
（
一
字
目
）
に
関
し
て
、
音
注
が
な
い
場
合
で
も
所
属
篇

か
ら
読
み
を
推
定
出
来
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
分
析
の
対
象
と

し
た
。

※ 

仮
名
音
注
を
有
し
な
い
語
は
中
巻
（
黒
川
本
）
及
び
下
巻
に

偏
っ
て
お
り
、
上
巻
所
収
語
は
全
て
こ
れ
を
有
す
る
。

※ 

声
点
型
は
、
上
上
型
（3

2

斗
藪
）、
去
去
型
（1

8
4

周

（
匝
））
が
各
一
例
見
え
る
他
は
、
呉
音
の

特
徴
の
原
則
か
ら
外
れ
て
い
な
い
（
後
者
は
去
入
の
誤
点
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
去
去
型
と
し
て
表

【
表
三
】
声
点
の
有
無

【
表
四
】
仮
名
音
注
の
有
無

【
表
五
】
声
点
型
別
項
目
数
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に
計
上
し
た
）［
注
二
］。

■
字
類
抄
仏
法
部
音
注
と
呉
音
体
系
と
の
比
較

　

次
に
、
仏
法
部
語
彙
の
う
ち
、
呉
音
体
系
と
異
な
る
声
調
・
仮
名
音
注
を
持
つ
例
［
注
三
］
を
【
表

六
】【
表
七
】
に
挙
げ
、
続
い
て
各
項
目
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
。
ま
た
各
表
に
併
せ
て
、
参
考
ま

で
に
三
巻
本
字
類
抄
内
の
同
字
へ
の
音
注
を
掲
げ
た
。

※ 

声
調
・
仮
名
音
注
の
比
較
に
は
、
呉
音
資
料
と
し
て
『
法
華
経
単
字
』（『
単
字
』）、『
法
華
経
音
訓
』

（『
音
訓
』）
を
主
に
、『
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（『
大
般
若
経
』）、『
類
聚
名
義
抄
（
観

智
院
本
・
図
書
寮
本
）』
和
音
、『
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』（
沖
森
卓
也
編
、
三
省
堂
、

二
〇
〇
四
）
を
補
助
的
に
使
用
し
た
。
ま
た
漢
音
資
料
と
し
て
『
宋
本
広
韻
』『
長
承
本
蒙
求
』
を

使
用
し
た
。

※ 

呉
音
声
調
の
同
定
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
韻
書
と
の
不
一
致
で
は
な
く
、『
単
字
』『
音
訓
』

（
両
書
に
掲
出
字
の
な
い
場
合
は
『
大
般
若
経
』）
と
の
一
致
を
以
て
行
っ
た
［
注
四
］。

※ 

呉
音
声
調
を
上
声
・
去
声
対
平
声
の
対
立
と
考
え
、
上
声
・
去
声
間
の
揺
れ
は
無
視
し
、
一
致
項
目

と
し
て
処
理
し
た
。
ま
た
、「
期
待
さ
れ
る
呉
音
声
調
」
で
前
項
（
一
字
目
）
が
上
声
で
あ
る
場
合

は
、
去
声
と
し
て
示
し
た
。

【
表
六
】
字
類
抄
（
単
字
）
の
声
調
が
呉
音
の
体
系
と
異
な
る
例

※
＊
印
の
上
字
は
、
広
韻
か
ら
の
帰
納
を
表
す
。

※ 

「
漢
音
と
一
致
（
声
調
）」
欄
…
◎
漢
音
と
の
み
一
致
、
○
漢
音
と
も
呉
音
と
も
一
致
、
×
呉
音
と

の
み
一
致
。

※ 

「
漢
音
と
一
致
（
仮
名
音
注
）」
欄
…
◎
漢
音
と
の
み
一
致
、
○
漢
音
と
も
呉
音
と
も
一
致
、
△
呉

音
と
一
致
し
な
い
が
、
漢
音
系
と
も
小
異
、
×
呉
音
と
の
み
一
致
、
×
×
ど
ち
ら
と
も
不
一
致
。
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【
参
考　

字
類
抄
内
・
同
字
の
声
調
】
※
関
連
部
分
の
み
を
示
す
。

登
【
平
】
…
登
華
殿
（
平
平
‐
／
地
儀
）、
登
暁
（
平
入
／
畳
字
）、
登
時
（
平
平
濁
／
畳
字
）、
登
霞

（
平
平
濁
／
畳
字
）、
登
用
（
平
去
／
畳
字
）、
登
省
（
平
上
濁
／
畳
字
）、
登
天
（
平
平
濁
／
畳

字
）、【
去
】
…
登
天
楽
（
去
上
‐
／
人
事
）、
登
臨
（
去
‐
／
畳
字
）

壇　

×

長
【
平
】
…
長
慶
子
（
平
去
濁
平
／
人
事
）、
長
秋
宮
（
平
平
平
／
畳
字
）、
長
生
（
平
上
／
畳
字
）、

長
髪
（
平
入
／
畳
字
）、
長
楽
（
平
入
／
畳
字
）、
長
短
（
平
‐
／
畳
字
）、
長
大
息
（
平
去
入
／
畳

字
）、
天
長
（
平
平
／
畳
字
）、
長
庚
（
平
平
／
天
象
）、
徐
長
郷
（
平
平
平
／
植
物
）、
長
嚔
車
（
平

平
‐
／
雑
物
）、【
上
】
…
優
長
（
平
上
／
畳
字
）、
長
官
（
上
平
濁
／
官
職
）、
長
成
（
上
平
／
畳

字
）、
成
長
（
平
上
／
畳
字
）、【
去
】
…
長
行
（
去
濁
上
濁
／
畳
字
）、
長
案
（
去
平
／
畳
字
）

鎮
【
平
】
…
鎮
子
（
平
上
／
雑
物
）、
鎮
魂
（
平
平
濁
／
畳
字
）、
鎮
守
（
平
平
濁
／
畳
字
）

三
【
平
】
…
三

塩
（
平
平
濁
‐
／
人
事
）、
三
鈷
（
平
上
濁
／
雑
物
）、【
平
軽
】
…
三
封
（
平
軽
平

／
動
物
）、
三
光
（
平
軽
平
／
畳
字
）、
三
友
（
平
軽
去
／
畳
字
）、【
去
】
…
三
昧
（
去
平
／
畳
字
）、

三
歸
（
去
上
／
畳
字
）、
三
明
（
去
‐
／
畳
字
）、
三
論
（
去
平
／
畳
字
）、
三
綱
（
去
上
／
畳
字
）、

三
失
（
去
入
／
畳
字
）、
三
途
（
去
上
／
畳
字
）

懺
【
平
】
…
懺
〈（
右
傍
）
サ
ム
〉（
平
／
人
事
）、
懺
〈
サ
ン
〉
悔
（
平
平
／
畳
字
）、【
去
濁
】
…
懺
〈
ゼ

ム
ズ
（
去
濁
平
軽
上
濁
）〉（
去
濁
／
人
事
）

進
【
平
】
…
進
止
（
平
上
濁
／
畳
字
）、
進
発
（
平
去
／
畳
字
）、【
平
濁
】
…
弁
進
（
平
濁
平
濁
／
畳

字
）、
返
進
（
平
平
濁
／
畳
字
）、
昇
進
（
平
平
濁
／
畳
字
）、
進
退
（
去
平
濁
／
畳
字
）、【
去
】
…

進
宿
徳
（
去
上
‐
／
高
麗
楽
／
人
事
）

瀉　

×

議
【
平
】
…
権
議
（
去
平
／
畳
字
）、
朝
議
（
平
平
／
畳
字
）、
議
定
（
平
平
／
畳
字
）、
僉
議
（
平
平

／
畳
字
）、【
平
濁
】
…
議
讞
（
平
濁
上
濁
／
畳
字
）、
非
参
議
（
去
平
平
濁
／
畳
字
）、【
上
濁
】
…

和
議
（
去
上
濁
／
畳
字
）

馬
【
上
】
…
牛
馬
走
（
平
上
上
／
畳
字
）、
俊
馬
（
去
上
／
畳
字
）、【
上
濁
】
…
遊
馬
〈
ハ
〉（
平
上
濁

／
畳
字
）、
馬
〈
ハ
〉
上
（
上
濁
去
／
畳
字
）、
馬
〈
ハ
〉
后
（
上
濁
去
／
畳
字
）、
銅
馬
〈
ハ
〉（
平

上
濁
／
畳
字
）、
竹
馬
〈
ハ
〉（
入
上
濁
／
畳
字
）、
兩
馬
〈
ハ
〉（
上
上
濁
／
畳
字
）、
馬
〈
ハ
〉
陸

（
上
濁
入
／
動
物
）、
四
馬
〈
ハ
〉
車
（
去
上
濁
‐
／
雑
物
）、
馬
〈
ハ
〉
上
（
上
濁
去
／
雑
物
）

藪　

×

花
【
平
】
…
花
〈
ク
ワ
〉（
平
／
植
物
）、
玉
樹
後
庭
花
（
入
平
去
平
平
／
黄
鐘
調
／
人
事
）、【
上
】
…

柳
花
〈
ク
ワ
〉
苑
（
上
上
平
／
人
事
）、【
上
濁
】
…
散
花
（
平
上
濁
／
畳
字
）、【
去
】
…
藤
花
〈
ク

ワ
〉（
去
去
／
畳
字
）

華
【
平
】
…
登
華
〈
ク
ワ
〉
殿
（
平
平
‐
／
地
儀
）、
容
華
〈
ク
ワ
〉（
平
平
／
畳
字
）、
榮
華
〈
ク
ワ
〉

（
平
平
／
畳
字
）、
仙
華
門
（
平
平
‐
／
地
儀
）、
春
華
門
（
平
平
‐
／
地
儀
）、
凝
華
〈
ク
ワ
〉
舎

（
平
濁
平
‐
／
地
儀
）、
西
華
門
（
平
平
／
地
儀
）、【
上
】…
詞
華
（
平
上
／
畳
字
）、
法
華
〈
ク
ヱ
〉

（
入
上
／
畳
字
）、【
去
】
…
才
華
（
平
去
／
畳
字
）

戒
【
平
】
…
戒
條
（
平
平
／
畳
字
）、
五
戒
（
平
平
／
畳
字
）

柱
【
平
】
…
柱
礎
（
平
上
／
畳
字
）、【
上
】
…
柱
（
上
／
地
儀
）、
鼻
柱
（
‐
上
／
人
体
）、
帆
柱
（
‐

上
／
雑
物
）、【
去
】
…
白
柱
（
入
去
／
人
事
）、
麻
柱
（
平
濁
去
／
畳
字
）、

柱
（
平
去
／
畳
字
）
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【
表
七
】
字
類
抄
（
単
字
）
の
仮
名
音
注
が
呉
音
の
体
系
と
異
な
る
例

※
＊
印
の
上
字
は
、
広
韻
か
ら
の
帰
納
を
表
す
。

※
「
期
待
さ
れ
る
呉
音
形
」（
合
拗
音
・
韻
尾
表
記
等
）
は
、
当
該
呉
音
資
料
に
掲
出
さ
れ
る
形
で
示

し
た
。

※ 

「1
5
8

懴
慙
（
平
平
）
同
／
サ
ン
ク
ヱ
／
又
下
字
悔
（
サ
前
田
下5

1

オ
）」
は
、「
懺
悔
」
と
し
て
取

り
扱
っ
た
。

※
―
は
入
声
か
字
類
抄
に
声
点
の
な
い
項
目
を
表
す
。

※ 

「
漢
音
と
一
致
（
仮
名
音
注
）」
欄
…
◎
漢
音
と
の
み
一
致
、
○
漢
音
と
も
呉
音
と
も
一
致
、
△
呉

音
と
一
致
し
な
い
が
、
漢
音
系
と
も
小
異
、
×
呉
音
と
の
み
一
致
、
×
×
ど
ち
ら
と
も
不
一
致
。

※ 

「
漢
音
と
一
致
（
声
調
）」
欄
…
◎
漢
音
と
の
み
一
致
、
○
漢
音
と
も
呉
音
と
も
一
致
、
×
呉
音
と

の
み
一
致
。

【
参
考　

字
類
抄
内
・
同
字
の
仮
名
音
注
】

 

※
関
連
部
分
の
み
を
示
す
。
原
則
と
し
て
入
声
字
の
声
点
は
省
略
す
る
。

白
【
ハ
ク
】「
白
柱 

ハ
ク
チ
ウ
（
人
事
）」「
白
粉 

ハ
フ
ニ
（
雑
物
）」「
白

 

ハ
ク
シ
（
雑
物
）」「
白

駒 

ハ
ツ
ク
（
畳
字
）」「
白
日 

ハ
ク
シ
ツ
（
畳
字
）」「
白
晝 

ハ
ク
チ
ウ
（
畳
字
）」「
白
地 

ハ

ク
チ
（
畳
字
）」「
白
鹿 

ハ
ク
ロ
ク
（
畳
字
）」「
白
鬢 

ハ
ク
ヒ
ン
（
畳
字
）」「
白
髪 

ハ
ク
ハ
ツ

（
畳
字
）」「
白
癡 

ハ
ク
チ
（
畳
字
）」「
白
笑 

ハ
ク
セ
ウ
（
畳
字
）」「
白
眠 

ハ
ク
メ
ン
（
畳
字
）」

「
白
波 

ハ
ク
ハ
（
畳
字
）」「
白
玉 

ハ
ク
キ
ヨ
ク
（
畳
字
）」「
白
珠 

ハ
ク
シ
ユ
（
畳
字
）」「
白

麻 

ハ
ク
ハ
（
畳
字
）」「
白
毛 

ハ
ク
ホ
ウ
（
畳
字
）」「
白
精 

ハ
ク
セ
イ
（
畳
字
）」「
白
羽 

ハ
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ク
ウ
（
畳
字
）」「
周
白 

シ
ウ
ハ
ク
（
人
事
」「
畳
字
）」「
潔
白 

ケ
ツ
ハ
ク
（
畳
字
）」「
清
浄

潔
白 

セ
イ
ヽ
ヽ
ケ
ツ
ハ
ク
（
畳
字
）」「
寸
白 

ス
ハ
ク
（
人
体
）」「
明
白 

メ
イ
ハ
ク
（
畳
字
）」

　

 

【
ヒ
ヤ
ク
】「
表
白 

ヘ
ウ
ヒ
ヤ
ク
（
畳
字
）」「
啓
白 

ケ
イ
ヒ
ヤ
ク
（
畳
字
）」「
白
檀 

ヒ
ヤ
ク
タ
ン
（
植

物
）」「
白
附
子 

ヒ
ヤ
ク
フ
シ
（
植
物
）」「
白
丁 

ヒ
ヤ
ク
チ
ヤ
ウ
（
人
倫
）」「
白
盖 

ヒ
ヤ
ク
カ

イ
（
雑
物
）」「
白
鑞 

ヒ
ヤ
ク
ラ
ウ
（
雑
物
）」「
白
青 

ヒ
ヤ
ク
シ
ヤ
ウ
俗
（
光
彩
）」「
白
毫 

ヒ

ヤ
ク
カ
ウ
（
畳
字
）」

馬
【
ハ
】「
遊
馬
（
平
上
濁
） 

イ
ウ
ハ
（
畳
字
）」「
馬
上
（
上
濁
去
） 

ハ
シ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
馬
后
（
上

濁
去
） 

ハ
コ
ウ
（
畳
字
）」「
銅
馬
（
平
上
濁
） 

ト
ウ
ハ
（
畳
字
）」「
竹
馬
（
入
上
濁
） 

チ
ク
ハ

（
畳
字
）」「
兩
馬
（
上
上
濁
） 

リ
ヤ
ウ
ハ
（
畳
字
）」「
馬
陸
（
上
濁
入
） 

ハ
リ
ク
（
動
物
）」「
四

馬
（
去
上
濁
）
車 

シ
ハ
シ
ヤ
（
雑
物
）」「
馬
上
（
上
濁
去
） 

ハ
シ
ヤ
ウ
（
雑
物
）」

　

 

【
メ
】「
主
馬 

ス
メ
（
官
職
）」「
馬
道 
メ
タ
ウ
（
地
儀
）」「
馬
脳 

メ
ナ
ウ
俗
（
雑
物
）」

摘　

×

花
【
ク
ワ
】「
藤
花
（
去
去
） 

ト
ウ
ク
ワ
（
畳
字
）」「
柳
花
苑
（
上
上
平
） 

リ
ウ
ク
ワ
ヱ
ン
（
人
事
）」「
花

梨
木 

ク
ワ
リ
ホ
ク
（
雑
物
）」

　

 

【
ク
ヱ
】「
金
銭
〈（
右
傍
）
キ
ム
セ
ム
〉（
平
平
）
花 
コ
ム
セ
ン
ク
ヱ
（
下
上
上
上
上
上
）
俗
（
植

物
）」

華
【
ク
ワ
】「
登
華
（
平
平
）
殿 

ト
ウ
ク
ワ
（
地
儀
）」「
容
華
（
平
平
） 

ヨ
ウ
ク
ワ
（
畳
字
）」「
楚
華 

ソ
ク
ツ
（
ワ
）（
畳
字
）」「
華
即 

ク
ワ
マ
ン
／
俗
（
雑
物
）」「
華
麗 

ク
ワ
レ
イ
（
畳
字
）」「
華

族 

ク
ワ
ソ
ク
（
畳
字
）」「
華
樽 

ク
ワ
ソ
ン
（
畳
字
）」「
華
輦 
ク
ワ
レ
ン
（
畳
字
）」「
華
他 

ク
ワ
タ
（
畳
字
）」「
榮
華
（
平
平
） 

ヱ
イ
ク
ワ
（
畳
字
）」「
凝
華
〈（
右
傍
）
キ
ヨ
ウ
ク
ワ
〉（
平

濁
平
）
舎
（
地
儀
）」

　

 

【
ク
ヱ
】「
法
華 

寺
家
部
／
ホ
フ
ク
ヱ
（
畳
字
）」

斗 

【
ト
／
ト
ウ
】「
北
斗 

ホ
ク
ト
ウ
（
上
上
上
上
）
／
ホ
ク
ト
（
天
象
）」「
斗
（
上
） 

ト
ウ
／
ト
俗
（
員

数
）」

　

 

【
ト
】「
北
斗
（
入
上
） 

ホ
ク
ト
（
畳
字
）」

　

 

【
ト
ウ
】「
刀
斗
（
平
上
） 

テ
ウ
ト
ウ
（
雑
物
）」「
墨
斗
（
入
濁
上
） 

ホ
ク
ト
ウ
（
雑
物
）」

竪
【
シ
ウ
】「
内
竪 

ナ
イ
シ
ウ
（
官
職
）」

　

 

【
リ
ツ
】「
竪
者 

リ
ツ
シ
ヤ
（
官
職
）」

霊
【
レ
イ
】「
靈 

レ
イ
（
人
倫
）」「
霊
異 

レ
イ
イ
（
畳
字
）」「
霊
童 

レ
イ
ト
ウ
（
畳
字
）」「
霊
底 

レ

イ
テ
イ
（
畳
字
）」「
含
霊
（
平
去
） 

カ
ム
レ
イ
（
畳
字
）」

　

 

【
リ
ヤ
ウ
】「
霊
驗
（
去
平
濁
） 

佛
法
部
／
リ
ヤ
ウ
ケ
ム
（
畳
字
）」

頭
【
チ
ウ
】「
塔
頭 

タ
ツ
チ
ウ
（
諸
寺
）」

　

 

【
ツ
】「
智
頭 

チ
ツ
（
国
郡
）」「
巴
頭 

ハ
ツ
（
雑
物
）」「
頭
風 

ツ
フ
俗
（
人
体
）」「
牛
頭 

コ
ツ
（
雑

物
）」「
氷
頭 

ヒ
ツ
俗
（
動
物
）」「
益
頭 

マ
シ
ツ
（
国
郡
）」

　

 

【
ト
】「
頭
巾
（
‐
平
） 

ト
キ
ム
（
雑
物
）」「
頭
巾
（
平
平
） 

ト
キ
ン
（
畳
字
）」

　

 

【
ト
ウ
】「
路
頭
（
上
平
） 

ロ
ト
ウ
（
畳
字
）」「
抜
頭
（
上
濁
平
） 

ハ
ト
ウ
」「
晩
頭
（
上
濁
平
濁
） 

ハ
ム
ト
ウ
（
畳
字
）」「
蓬
頭
（
平
去
濁
） 

ホ
ウ
ト
ウ
（
畳
字
）」「
頭
脳
（
平
上
濁
） 

ト
ウ
タ
ウ

／
ト
ウ
ナ
ウ
（
飲
食
）」「
頭 

ト
ウ
（
官
職
）」「
陣
頭
（
去
濁
‐
） 

チ
ン
ト
ウ
（
畳
字
）」「
龍

頭
（
平
平
濁
） 

リ
ヨ
ウ
ト
ウ
（
雑
物
）」「
瀧
頭
（
上
平
） 

リ
ヨ
ウ
ト
ウ
（
畳
字
）」「
叩
頭
虫
（
上

平
‐
） 

コ
ウ
ト
ウ
―
（
動
物
）」「
頭
（
平
） 

ト
ウ
（
人
体
）」「
靏
頭 

カ
ウ
ト
ウ
（
飲
食
）」「
靏
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頭
（
去
平
） 

カ
ウ
ト
ウ
（
畳
字
）」「
龍
頭 

レ
ウ
ト
ウ
（
畳
字
）」「
寮
頭 

レ
ウ
ト
ウ
（
官
職
）」

「
鴨
頭
草 

ア
フ
ト
ウ
―
（
植
物
・
光
彩
）」「
絡
頭 

―
ト
ウ
（
雑
物
）」「
烏
頭 

ヲ
キ
ト
ウ
（
マ

マ
）（
動
物
）」「
換
頭 

ク
ワ
ン
ト
ウ
（
畳
字
）」「
纏
頭
（
平
平
濁
） 

テ
ン
ト
ウ
（
畳
字
）」「
座

頭 
サ
ト
ウ
（
官
職
）」「
雀
頭
（
入
平
） 

シ
ヤ
ク
ト
ウ
（
畳
字
）」

加
【
カ
】「
加
持
（
去
上
濁
） 

カ
チ
（
畳
字
）」「
加
護
（
去
平
濁
） 

カ
コ
（
畳
字
）」「
加
荼
（
去
上
濁
） 

カ
タ
（
畳
字
）」「
加
階
（
去
上
） 

カ
ヽ
イ
（
畳
字
）」「
加
汲
（
去
入
） 

カ
キ
フ
（
畳
字
）」「
加

冠
（
去
平
） 

カ
ク
ワ
ン
（
畳
字
）」「
加
賀 

カ
ヽ
（
国
郡
）」「
加
陽 

カ
ヤ
（
姓
氏
）」「
冥
加 

ミ

ヤ
ウ
カ
（
畳
字
）」

懺
【
サ
ム
】「
懺
（
平
） （
右
傍
）
サ
ム
（
人
事
）」

　

 

【
ザ
ム
】「
懺
（
去
濁
） 

ザ
ム
ズ
（
去
濁
平
軽
（
上
か
）
上
濁
）（
人
事
）」

　

 

【
セ
ン
】「
無
懺 

ム
セ
ン
（
畳
字
）」

行
【
カ
ウ
】「
歩
行
（
去
平
） 

ホ
カ
ウ
（
畳
字
）」「
陸
行
（
入
平
） 

リ
ク
カ
ウ
（
畳
字
）」「
行
（
平
） 

カ

ウ
（
人
事
）」「
行
障
（
平
平
） 

カ
ウ
シ
ヤ
ウ
（
雑
物
）」「
鴈
行
（
去
濁
平
） 

カ
ン
カ
ウ
（
畳
字
）」

「
行
酒
（
平
上
） 

カ
ウ
シ
ユ
（
畳
字
）」「
行
旅
（
平
平
） 

カ
ウ
リ
ヨ
（
畳
字
）」「
行
李
（
平
上
） 

カ
ウ
リ
（
畳
字
）」「
行
歩
（
平
上
） 

カ
ウ
ホ
（
畳
字
）」「
行
蔵
（
平
平
） 

カ
ウ
サ
ウ
（
畳
字
）」

「
行 

カ
ウ
（
辞
字
）」「
行
騰 

カ
ウ
ト
ウ
（
雑
物
）」「
膝
行 

シ
ツ
カ
ウ
（
畳
字
）」「
操
行
（
去

平
） 

サ
ウ
カ
ウ
（
畳
字
）」「
微
行
（
平
平
濁
） 

ヒ
カ
ウ
（
畳
字
）」

　

 

【
キ
ヤ
ウ
】「
梵
行
（
平
濁
平
濁
） 

ホ
ン
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
獨
行
（
入
平
） 

ト
ク
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」

「
同
行
（
去
濁
平
濁
） 

ト
ウ
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
徳
行
（
入
平
濁
） 
ト
ク
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
姧

行
（
去
平
） 

カ
ン
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
練
行 

レ
ン
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
濫
行 

ラ
ン
キ
ヤ
ク
（
ウ
）

（
畳
字
）」「
行 

キ
ヤ
ウ
（
人
事
）」「
行
香
（
去
上
） （
キ
篇
畳
字
）」「
行
道
（
去
平
） 

キ
ヤ
ウ

タ
ウ
（
畳
字
）」「
行
者
（
平
平
） 

キ
ヤ
ウ
シ
ヤ
（
畳
字
）」「
経
行
（
去
上
濁
） （
キ
篇
畳
字
）」「
行

幸
（
平
上
） 

キ
ヤ
ウ
カ
ウ
（
畳
字
）」「
行
住 

（
キ
篇
畳
字
）」「
行
事 

キ
ヤ
ウ
シ
（
官
職
）」「
修

行
者 

シ
ユ
キ
ヤ
ウ
シ
ヤ
（
人
倫
）」「
修
行 

シ
ユ
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
施
行
（
平
平
） 
シ
キ
ヤ

ウ
（
畳
字
）」「
時
行
（
去
濁
上
濁
） 

シ
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
自
行
化
他 

シ
キ
ヤ
ウ
ク
ヱ
タ
（
畳

字
）」「
執
行 

シ
フ
キ
ヤ
ウ
（
官
職
）」「
遵
行
（
平
濁
平
濁
） 

ス
ヰ
ン
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
遊

行 

ユ
キ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
行
啓 

キ
ヤ
ウ
ケ
イ
（
畳
字
）」

　

 

【
去
】「
才
行
（
平
去
） （
畳
字
）」

【
セ
ツ
】「

竹 

セ
ツ
チ
ク
（
畳
字
）」「

害 

セ
ツ
カ
イ
（
畳
字
）」「

生 

（
セ
篇
畳
字
）」

重
【
チ
ウ
】「
重
々 

チ
ウ
ヽ
ヽ
（
重
点
）」「
重
代
（
平
濁
上
濁
） 

チ
ウ
タ
イ
（
畳
字
）」「
重
怠
（
平
去
） 

チ
ウ
タ
イ
（
畳
字
）」「
重
服
（
平
濁
入
濁
） 

チ
ウ
フ
ク
（
畳
字
）」「
厳
重 

ケ
ン
テ
ウ
（
畳
字
）」

「
鄭
重
（
去
平
） 

テ
イ
チ
ウ
（
畳
字
）」

　

 

【
チ
ヨ
ウ
】「
八
重
（
入
平
） 

ハ
ツ
チ
ヨ
ウ
（
畳
字
）」「
重
陽
（
平
平
） 

チ
ヨ
ウ
ヤ
ウ
（
畳
字
）」「
重

職
（
去
入
濁
） 

チ
ヨ
ウ
シ
ヨ
ク
（
畳
字
）」「
珎
重
（
平
去
） 

チ
ン
チ
ヨ
ウ
（
畳
字
）」「
重
疊
（
平

入
濁
） 

チ
ヨ
ウ
テ
ウ
（
畳
字
）」「
重
（
平
） 

チ
ヨ
ウ
（
辞
字
）」「
貴
重 

ク
ヰ
チ
ヨ
ウ
（
畳
字
）」

「
秘
重
（
平
平
） 

ヒ
チ
ヨ
ウ
（
畳
字
）」

鐘
【
シ
ウ
】「
鐘
樓 

シ
ウ
ロ
ウ
（
地
儀
）」

　

 

【
ス
ウ
】「
鐘
（
平
） 

ス
ウ
（
雑
物
）」

　

 

【
シ
ヨ
ウ
】「
林
鐘
（
平
平
）
リ
ム
シ
ヨ
ウ
（
畳
字
）」「
籠
鐘
（
平
平
） 

リ
ヨ
ウ
シ
ヨ
ウ
（
畳
字
）」「
龍

鐘 

リ
ヨ
ウ
シ
ヨ
ウ
（
畳
字
）」「
鐘
愛
（
平
去
） 

シ
ヨ
ウ
ア
イ
（
畳
字
）」
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次
に
、【
表
六
・
七
】
の
内
容
を
、
Ａ
～
Ｇ
の
七
種
類
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
考
え
る
。

Ａ　

除
外
①
漢
音
／
呉
音
の
仮
名
音
注
の
一
音
節
長
音
化
が
見
ら
れ
る
語

Ｂ　

除
外
②
漢
音
・
呉
音
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
要
素
を
持
つ
語

Ｃ　

除
外
③
音
訳
語

Ｄ　

漢
音
系
に
近
い
語

Ｅ　

声
調
に
漢
音
系
・
呉
音
系
が
混
在
す
る
語

Ｆ　

仮
名
音
注
に
漢
音
形
・
呉
音
形
が
混
在
す
る
語

Ｇ　

声
調
と
仮
名
音
注
が
ず
れ
る
語

Ａ　

除
外
①
漢
音
／
呉
音
の
仮
名
音
注
の
一
音
節
長
音
化
が
見
ら
れ
る
語

　
　

3
2

斗
藪
（
上
上
）
同
（
僧
侶
分
）
／
ト
ウ
ソ
ウ
（
ト
前
田
上6

2

オ
）

　
　

8
4

頭

（
陀
）（
‐
‐
）
僧
侶
分
／
ツ
ウ
タ
（
ツ
黒
川
中2

8

オ
）

 

「
斗
藪
」
は
前
掲
の
通
り
、
上
字
が
上
声
（
ま
た
上
上
型
）
の
唯
一
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

高
松
氏
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

□ 

本
書
の
声
点
に
依
れ
ば
、
前
項
に
上
声
が
立
つ
こ
と
は
皆
無
で
あ
り
、
ま
た
去
去
と
い
う
曲
調
型

は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
所
謂
呉
音
の

本
性
と
は
な
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
れ
は
、
決
し
て
、
本
書
の
み
の
奇
異
な
る
現
象
で
は
な

い
。（
中
略
）
本
書
の
内
典
関
係
語
は
、
よ
く
、
そ
の
伝
統
を
墨
守
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
共

に
、
ま
た
、
当
該
期
の
実
情
を
典
型
的
に
教
え
て
い
る
も
の
と
結
論
付
け
ら
れ
よ
う
。（
中
略
）

色
葉
字
類
抄
の
内
典
関
係
語
に
は
、
右
の
中
の
、
④
上
平
、
⑥
上
上
型
は
未
だ
姿
を
見
せ
て
い
な

い
。
右
の
型
の
全
て
は
、
実
は
中
世
の
も
の
に
お
い
て
揃
う
の
で
あ
る
。（
中
略
）
繰
返
し
て
纏

め
て
お
け
ば
、
前
節
冒
頭
に
示
し
た
系
譜
図
で
、
呉
音
語
の
七
型
全
て
を
具
備
す
る
一
つ
前
の
段

階
に
、
本
書
は
あ
る
。
そ
し
て
、
去
声
か
ら
派
生
す
る
上
声
の
萌
芽
的
な
も
の
も
含
ん
で
い
た
。

（
高
松
一
九
八
〇
ａ
）

　

こ
の
中
で
、「
仏
法
部
語
彙
（
内
典
関
係
語
彙
）
中
に
上
上
型
は
皆
無
」
と
の
主
張
が
散
見
さ
れ
る

が
、
よ
り
正
確
に
記
述
す
る
な
ら
ば
、「
仏
法
部
語
彙
中
、
声
調
が
呉
音
系
と
目
さ
れ
る
語
の
う
ち
上

上
型
は
皆
無
」
な
の
で
あ
る
。「
斗
藪
」
は
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
以
下
、
中
村
）
に
「
抖
　

と
そ
う

　

ま
た
斗
藪
と
も
書
く
。d

h
u
ta

の
漢
訳
。（
中
略
）
煩
悩
を
ふ
り
払
い
、
貪
り
を
去
る
こ
と
を
い
う
。

迷
い
を
去
り
、
け
が
れ
を
除
く
た
め
の
修
行
」（9

9
5

）
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
仏
教
用
語
と
し
て
も

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
無
論
、
高
松
氏
の
主
と
さ
れ
る
論
を
揺
る
が
す
事
実
で
は

な
い
た
め
、
指
摘
に
止
め
る
。

　

な
お
、
こ
の
語
の
「
ト
／
ト
ウ
」
の
揺
れ
に
関
し
て
、
沼
本
氏
（
一
九
八
二
・
第
一
章
第
二
節
「
長

音
表
記
漢
語
の
史
的
背
景
」）
の
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
古
代
日
本
語
が
シ
ラ
ビ
ー
ム
言
語
で
あ
る

こ
と
に
起
因
す
る
一
音
節
字
の
長
音
化
現
象
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
前
掲
の
如
く
、
北
斗　

ホ
ク
ト
ウ

（
上
上
上
上
）
等
の
例
も
あ
る
）、
本
音
注
は
総
合
的
に
見
て
次
の
い
ず
れ
か
の
性
格
を
持
つ
も
の
と

再
認
識
出
来
る
。
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漢
音
形
ト
の
長
音
化　

→
声
点
の
示
す
声
調
と
合
う　
　

→
仏
法
部
に
漢
音
語
が
混
ざ
る
例

　
　

呉
音
形
ト
の
長
音
化　

→
声
点
の
示
す
声
調
と
ず
れ
る　

→
声
調
と
仮
名
音
注
が
ず
れ
る
例

　

「
頭

」
に
つ
い
て
、『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
次
の
二
例
を
見
れ
ば
こ
の
語
が
「
ヅ
ダ
」
と
読
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

例　

 

こ
れ
戒
〈
か
い
〉
を
た
も
ち
頭

〈
つ
た
〉
を
行
〈
き
や
う
〉
す
る
も
の
と
な
つ
く
。（7

1
7

‐4

）

　
　

例　

 

つ
ね
に
頭

（
上
濁
上
濁
）〈
つ
た
〉
の
事
〈
し
〉
を
行
（
上
濁
）〈
き
や
う
〉
し
、（
後
略
）

（8
7
5

‐2

）

　

字
類
抄
に
「
ツ
ウ
タ
」
と
あ
る
の
は
、
現
象
と
し
て
は
前
項
と
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
の
場
面
で

慣
用
的
に
「
ヅ
ウ
ダ
」
と
読
ま
れ
た
も
の
と
捉
え
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
（
そ
も
そ
もd

h
u
ta

の
音

訳
語
で
あ
る
）。
字
類
抄
中
に
他
に
「
頭
」
を
「
ツ
ウ
」
と
読
ん
だ
語
は
な
く
、
ま
た
こ
の
語
は
中
巻

の
黒
川
本
に
し
か
見
え
な
い
語
で
あ
る
た
め
、
誤
写
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
ツ
」
篇
に
収

録
さ
れ
て
い
る
以
上
、
黒
川
本
が
独
自
に
「
ト
ウ
タ
」
を
誤
っ
た
可
能
性
は
な
さ
そ
う
で
あ
り
、
や
は

り
呉
音
の
揺
れ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

＊
頭

（
図
書
寮
本
名
義
抄
一
九
四
2
）

　

＊
頭
風　

俗
云
ツ
フ
ウ
（
去
濁
上
‐
）（
観
智
院
本
名
義
抄
・
仏
下
本
二
一
）

　

＊
氷
頭　

ヒ
ツ
（
平
上
濁
）（
観
智
院
本
名
義
抄
・
仏
下
本
二
二
）

Ｂ　

除
外
②
漢
音
・
呉
音
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
要
素
を
持
つ
語

　
　

6

論
議
（
平
平
濁
）
僧
侶
分
／
ロ
ン
ギ
（
ロ
前
田
上1

9

オ
）

　
　
　

…
下
字
の
声
調
が
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
語

 

（
上
字
の
声
調
・
両
字
の
仮
名
音
注
は
漢
呉
同
形
）

　
　

1
2
4

加
行
（
‐
‐
）
同
（
僧
侶
分
）
／
ケ
キ
ヤ
ウ
（
ケ
黒
川
中9

8

ウ
）

　
　
　

…
上
字
の
仮
名
音
注
が
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
語

 

（
下
字
の
仮
名
音
注
は
呉
音
形
、
声
点
な
し
）

　
　

5
0

竪
義
（
平
平
濁
）
法
會
分
／
リ
ウ
ギ
（
リ
前
田
上7

4

ウ
）

　
　
　

…
声
調
は
呉
音
系
だ
が
、
仮
名
音
注
は
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
語

　

「
論
議
」（
法
談
。
講
演
／
講
論
。
問
答
―
中
村1

4
6
4

）
の
「
議
」
は
広
韻
去
声
字
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
と
の
対
立
か
ら
も
字
類
抄
が
「
平
濁
」
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
『
単

字
』（
上
、
反
切
下
字
は
去
）、『
音
訓
』（
上
濁
）
が
漢
音
と
対
立
し
な
い
た
め
に
、
こ
こ
に
掲
げ
た
も

の
で
あ
る
。『
単
字
』『
音
訓
』
へ
の
漢
音
の
混
入
か
、
両
点
字
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
字

類
抄
中
の
前
掲
「
和
議
（
去
上
濁
） 

ワ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
音
注
が
呉
音
形
で
あ
る
が
、
声
調
は
漢
音

と
対
立
せ
ず
、
そ
の
他
「
朝
議
」「
悲
参
議
」
等
の
語
全
て
の
「
議
」
字
に
平
声
点
が
付
さ
れ
る
の
も
、

同
様
に
解
せ
な
い
。

　

＊
論　

禾
ロ
ン
（
平
平
）（
観
智
院
本
名
義
抄
・
法
上
六
八
3
）

　

＊
論
議
（
音
注
同
左
、
図
書
寮
本
名
義
抄
七
一
4
）

　

＊
議　

音
宜
（
平
濁
）
又
義
（
去
濁
）（
観
智
院
本
名
義
抄
・
法
上
六
〇
5
）

　

「
加
行
」
は
確
か
に
慣
用
上
「
ケ
ギ
ョ
ウ
」
と
読
ん
で
い
る
が
（
中
村
も
「
け
ぎ
ょ
う
」（2

9
3

）
で
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立
項
）、『
音
訓
』
に
「
カ
」
と
あ
る
の
み
で
、
他
の
音
義
類
に
（
ま
た
字
類
抄
中
に
も
）「
ケ
」
音
注

を
確
認
出
来
な
か
っ
た
が
、
以
下
の
例
も
あ
り
、
呉
音
「
ケ
」
音
の
あ
る
も
の
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

＊
加
〈
ケ
〉
行
（
高
山
寺
本
大
日
経
疏
長
治
元
年
点
七
・
六
九
五
）

　

「
竪
義　

リ
ウ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
呉
音
は
『
大
般
若
経
』
に
も
「
シ
ユ
／
ス
／
ス
ウ
」
と
あ
る
通

り
で
あ
り
（
漢
音
シ
ュ
）、
漢
呉
形
と
も
に
「
ジ
ュ
ギ
／
シ
ュ
ギ
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
リ

ウ
」
が
諧
声
符
に
引
か
れ
た
慣
用
読
み
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
読
み
が
本
辞
書
に
掲

載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
漢
字
と
音
と
の
結
合
の
あ
る
程
度
ま
で
の
定
着
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

な
お
、
本
辞
書
中
に
「
内
竪　

ナ
イ
シ
ウ
」「
竪
者　

リ
ツ
シ
ヤ
」
の
例
が
あ
る
こ
と
も
、
編
纂
者
の

無
知
か
ら
で
は
な
く
当
時
慣
用
の
読
み
分
け
を
示
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
な
お
「
竪

者
」
に
つ
い
て
は
、「
竪
者　

り
っ
し
ゃ
（
語
義
略
）
竪
は
豎
の
俗
字
で
、
本
来
「
じ
ゅ
」
と
い
う
音

で
あ
る
が
、
竪
者
と
書
い
て
古
来
「
り
っ
し
ゃ
」
と
よ
み
な
ら
わ
し
て
い
る
。
立
者
と
も
書
く
」（
中

村1
4
2
0

）
と
あ
る
。

　

＊
竪　

禾
主
（
平
）（
観
智
院
本
名
義
抄
・
法
上
九
〇
8
）

Ｃ　

除
外
③
音
訳
語

　
　

1
9
2

悉
曇
（
入
去
）
シ
ツ
タ
ム
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）

　
　
　

…
声
調
は
呉
音
系
だ
が
、
下
字
の
仮
名
音
注
が
漢
音
形
の
語

 

（
上
字
の
仮
名
音
注
は
漢
呉
同
形
）

　

「
頭

」
と
同
様
に
、「
悉
曇
」
も
音
訳
語
（sid

d
h
a ṃ

）
で
あ
る
か
ら
、「
シ
ツ
ト
ム
と
読
む
べ
き
」

等
の
議
論
は
成
り
立
た
な
い
も
の
の
、
声
調
が
呉
音
系
で
あ
る
こ
と
に
は
注
目
し
た
い
。

　

＊
曇　

禾
土
ム
（
―
上
）（
観
智
院
本
名
義
抄
・
仏
中
八
九
8
）

【
参
考
―
仏
法
部
中
の
音
訳
語
一
覧
（
頭

・
悉
曇
、
ま
た
単
字
（
偈
・
梵
・
仏
・
僧
・
塔
・
釈
・
禅

等
）
を
除
く
）】

　

2
9

菩
提
、6

0

伽
藍
、7

0

羯
磨
、7

5

壇
越
、8

7

南
無
、9
2

烏
瑟
、1

0
4

倶
舎
、

　

1
2
7

布
薩
、1

3
7

護
摩
、1

4
2

三
昧
、1

7
0

維
摩
、（1
5
5

桒
門
、6

7

加
荼
？
）

Ｄ　

漢
音
系
に
近
い
語

　

Ⅰ　

声
調
・
仮
名
音
注
と
も
に
漢
音
系
の
語

　
　
　

1
0

白
馬
（
入
上
濁
）
寺
名
／
ハ
ク
バ
（
ハ
前
田
上3

1

ウ
）

　
　
　

1
3
9

摘
花
（
入
平
）
佛
法
部
／
テ
キ
ク
ワ
（
テ
前
田
下2

2

オ
）

　
　
　

3
4

登
壇
（
平
平
濁
）
同
（
僧
侶
分
）
／
ト
ウ
ダ
ン
（
ト
前
田
上6

2

オ
）

　
　
　

7
6

霊
驗
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
レ
イ
ケ
ン
（
レ
黒
川
中1

4

ウ
）

　

Ⅱ　

下
字
の
仮
名
音
注
が
漢
音
形
の
語

 

（
上
字
の
仮
名
音
注
は
漢
呉
同
形
、
両
字
と
も
声
点
な
し
／
入
声
点
）

　
　
　

6
6

合
諂
（
殺
）（
入
入
）
カ
フ
サ
ツ
／
云
阿
弥

仏
也
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

　
　
　

7
9

尊
重
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
ソ
ン
テ
ウ
（
ソ
黒
川
中1

8

ウ
）

　
　
　

1
2
9

鳧
鐘
（
‐
‐
）
寺
家
分
／
フ
シ
ヨ
ウ
（
フ
黒
川
中1

0
6

オ
）
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こ
れ
ら
の
う
ち
多
く
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
仏
法
部
語
彙
で
あ
り
な
が
ら
、
意
図
的
に
漢
音
の
音
注

が
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

「
白
馬
」（
中
国
の
現
存
す
る
寺
名
）
に
関
し
て
、
字
類
抄
内
で
「
馬
」
字
に
付
さ
れ
る
の
は
上
声
点

（
漢
音
、
大
部
分
が
「
ハ
」
音
注
を
伴
う
）
の
み
で
あ
り
、
他
に
「
メ
」
の
仮
名
音
注
は
あ
っ
て
も
声

調
は
示
さ
れ
な
い
。「
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
仏
教
が
伝
来
し
た
こ
と
を
い
う
」
意
が
あ
り
（『
日
本
国
語

大
辞
典
第
二
版
』（
以
下
、
日
国
）、
ま
た
中
国
の
寺
名
も
こ
の
義
に
発
す
る
も
の
か
―
望
月
佛
教
大
辭

典
「
白
馬
寺
」
項
（4

1
9
3

）
参
照
）、
あ
る
い
は
漢
音
読
み
が
慣
例
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

＊
白
馬
白
象
之
後
、
乳
水
暗
合
教
（
性
霊
集
巻
五
・
四
五
八
）

　

＊
馬　

禾
メ
（
平
）（
観
智
院
本
名
義
抄
・
僧
中
九
八
4
）

　

「
摘
花
」
も
、
声
点
・
仮
名
音
注
と
も
に
漢
音
を
示
す
。「
て
き
か　

仏
前
に
供
え
る
た
め
に
花
を
摘

む
」（
日
国
）
意
で
、
仏
法
部
語
彙
と
し
て
相
応
し
い
が
、
あ
る
い
は
日
常
行
事
化
す
る
中
で
、
漢
音

読
み
に
な
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
字
類
抄
内
で
「
花
」
字
の
声
点
が
不
審
な
も
の
が
二

例
あ
る
。

　

＊
藤
花
（
去
去
） 

ト
ウ
ク
ワ
（
畳
字
）

　

＊
柳
花
苑
（
上
上
平
） 

リ
ウ
ク
ワ
ヱ
ン
（
人
事
）

　

こ
れ
ら
は
仮
名
音
注
が
漢
音
形
で
あ
り
な
が
ら
、
声
調
は
呉
音
を
示
し
て
い
る
。
他
に
「
金
銭

〈（
右
傍
）
キ
ム
セ
ム
〉（
平
平
）
花 

コ
ム
セ
ン
ク
ヱ
（
下
上
上
上
上
上
）
俗
」
が
あ
る
が
、「
ク
ヱ

（
花
）
＝
上
上
（
上
）」
と
正
し
く
示
さ
れ
て
い
る
。「
華
」
字
で
「
ク
ワ
」
音
注
を
持
つ
も
の
は
全
て

平
声
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
漢
字
へ
の
加
点
者
が
「
花
」
字
の
声
調
を
逆
に
捉
え
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
仮
名
音
注
が
漢
音
形
で
あ
る
こ
と
を
説
明
出
来
な
い
。

　

＊
摘　

―
花
（
観
智
院
本
名
義
抄
・
仏
下
本
五
八
3
）

　

「
登
壇
」（
戒
壇
に
の
ぼ
り
、
戒
法
を
受
け
る
こ
と
―
中
村1
0
0
2

）
は
仮
名
音
注
は
漢
呉
同
形
で
あ

る
が
、
声
点
が
漢
音
を
示
す
。
字
類
抄
中
に
他
に
「
登
天
楽
（
去
上
‐
／
人
事
）」「
登
臨
（
去
‐
／
畳

字
）」
の
よ
う
に
「
登
」
が
呉
音
を
示
す
も
の
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
二
語
は
語
義
を
考
慮
し
て
も
不

審
で
あ
る
。
な
お
、「
檀
」
字
も
字
類
抄
中
で
は
全
て
平
声
で
示
さ
れ
る
。

　

「
霊
験
」
は
、
声
点
を
有
し
な
い
が
、
漢
音
形
の
仮
名
音
注
を
持
つ
。
こ
の
語
は
、
漢
呉
両
形
（
レ

イ
ケ
ン
・
リ
ヤ
ウ
ゲ
ム
、
後
者
は
声
調
も
呉
音
系
）
が
字
類
抄
仏
法
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者

と
も
に
「
仏
法
部
」
を
示
す
注
文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、
畳
字
部
中
別
部
の
語
が
紛
れ
た
と
考
え
る

こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、
漢
音
読
み
の
根
付
き
（
例
え
ば
、
仏
教
説
話
集
等
で
の
語
の
読
み
方
に
つ

い
て
）
を
示
す
も
の
と
捉
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
な
お
中
村
は
「
れ
い
げ
ん
」（1

4
3
7

）
で
立
項
す
る
。

　

＊4
9

霊
驗
（
去
平
濁
）
同
（
佛
法
部
）
／
リ
ヤ
ウ
ゲ
ム
（
リ
前
田
上7

4

ウ
）

　

＊7
6

霊
驗
（
‐
‐
）
佛
法
部
／
レ
イ
ケ
ン
（
レ
黒
川
中1

4

ウ
）

　

＊
霊　

禾
リ
ヤ
ウ
（
‐
‐
上
）（
観
智
院
本
名
義
抄
・
法
下
六
六
2
）

　

＊
殺　

禾
セ
チ
（
観
智
院
本
名
義
抄
・
僧
上
五
九
7
・
六
六
5
）

　

「
合
諂
」
以
外
で
字
類
抄
に
現
れ
る
「
諂
」
の
仮
名
音
注
は
全
て
呉
音
「
セ
ツ
」
で
あ
る
。
本
項
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「
諂
」
の
字
義
に
つ
い
て
は
不
詳
と
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
殺
生
」
を
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ

と
か
ら
も
、
漢
音
読
み
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

 

＊
合
殺　

が
っ
さ
つ
⑤
「
か
っ
さ
つ
」
と
も
よ
む
。
天
台
宗
で
行
な
わ
れ
た
念
仏
称
名
の
一
曲
調
。

入
声
で
高
く
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
揚
す
る
。〔
真
言
宗
で
は
『
理
趣
経
』
読
誦
の
終
わ
り
に
、「
毘

盧
遮
那
仏
」（
ひ
ろ
し
ゃ
だ
ふ
）
と
節
を
つ
け
て
繰
り
返
し
唱
え
る
〕（
中
村1

8
3

）

　

「
尊
重
」
に
関
し
て
は
、「
ソ
ン
チ
ウ
」
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
残
る
。『
仮
名
書
き
法
華
経
』
に

は
、
尊
重
〈
そ
ん
ち
う
〉
の
読
み
が
三
例
あ
る
。
ま
た
、『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
に
三
点
字
と
し
て

「
重
」
が
あ
り
、「
尊
重
（
去
平
濁
）」
の
例
を
挙
げ
る
。
中
村
は
「
そ
ん
じ
ゅ
う
」（8

9
2

）
で
立
項
。

　
　

例 　

如
来
〈
に
よ
ら
い
〉
は
尊
重
〈
そ
ん
ち
う
〉
に
し
て
、
智
恵
〈
ち
ゑ
〉
深
遠
〈
し
ん
を
ん
〉

な
り
。（
仮
名
書
き
法
華
経3

8
5

‐6
）

　

＊
重　

禾
地
ウ
（
観
智
院
本
名
義
抄
・
法
下
四
二
5
）

　

「
鳧
鐘
」（
ふ
し
ょ
う　

鐘
。
こ
こ
で
は
鉦
鼓
の
こ
と
―
中
村1

1
8
2

）
も
、
誤
写
で
あ
る
か
、
漢
音

読
み
の
定
着
で
あ
る
か
は
判
断
し
難
い
。「
鐘
」
字
は
呉
音
資
料
三
種
、
広
韻
と
も
に
平
声
を
示
す
。

字
類
抄
中
の
「
鐘
」
字
に
つ
い
て
は
、「
鐘
樓 

シ
ウ
ロ
ウ
」「
鐘
（
平
） 

ス
ウ
」「
籠
鐘
（
平
平
） 

リ
ヨ

ウ
シ
ヨ
ウ
」「
鐘
愛
（
平
去
） 

シ
ヨ
ウ
ア
イ
」、
関
連
字
の
「
鍾
」（
広
韻
平
声
）
も
、「
林
鍾
（
平
平
） 

リ
ム
シ
ヨ
ウ
」「
鍾
（
平
） 

シ
ヨ
ウ
」「
鍾
樓
（
平
平
） 

ス
ウ
ロ
ウ
」
と
あ
り
、
語
義
と
仮
名
音
注
（
漢

呉
形
）
と
の
対
応
等
を
見
れ
ば
、
編
纂
者
が
意
図
的
に
「
鳧
鐘
」
を
漢
音
読
み
し
た
可
能
性
は
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
呉
音
資
料
の
「
鐘
」
字
仮
名
音
注
は
「
主
ウ
」（『
単
字
』）、「
シ
ユ
／
シ
ユ
ウ
」（『
音

訓
』）、「
シ
ユ
ウ
・
シ
ヨ
ウ
」（『
大
般
若
経
』）
で
あ
る
。

Ｅ　

声
調
に
漢
音
系
・
呉
音
系
が
混
在
す
る
語

 

―
上
字
の
声
調
が
漢
音
系
、
下
字
の
声
調
が
呉
音
系
の
語

　

Ⅰ　

仮
名
音
注
―
漢
呉
同
形

　
　
　

3
5

長
講
（
平
平
濁
）
佛
法
部
／
チ
ヤ
ウ
ガ
ウ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

　
　
　

3
6

鎮
護
（
平
平
濁
）
チ
ン
ゴ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

　
　
　

2
0
2

進
善
（
去
平
）
シ
ン
セ
ン
／
幡
名
也
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

　

Ⅱ　

仮
名
音
注
―
上
字
が
漢
呉
同
形
、
下
字
が
呉
音
形

　
　
　

2
1
3

瀉
（
原
字
は

＋
冩
）
瓶
（
去
上
）
シ
ヤ
ヒ
ヤ
ウ
（
シ
前
田
下8

0

オ
）

　

Ⅲ　

仮
名
音
注
―
上
字
が
呉
音
形
（
清
濁
不
問
）、
下
字
が
漢
呉
同
形

1
5
9

懴
愧
（
慚
愧
）（
去
濁
平
濁
）
ハ
チ
ハ
ツ
／
同
（
僧
侶
分
）
／
上
―
天
／
下
―
人
／
ザ
ム

グ
ヰ
（
サ
前
田
下5
1

オ
）

　

Ⅳ　

仮
名
音
注
―
な
し

　
　
　

1
5
2

三
礼
（
平
平
）
同
（
法
會
分
）
／
（
以
下
擦
消
）
サ
■
■
■
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

Ⅰ　

誤
点
で
あ
る
か
、
呉
音
両
点
字
で
あ
る
か
（「
鎮
」
は
『
金
光
明
最
勝
経
音
義
』
で
平
声
）、
熟
語

と
し
て
定
着
し
た
声
調
型
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
と
な
ろ
う
［
注
五
］。
な
お
、「
進
善
」
は
呉
音
で
あ

れ
ば
「
善
」
字
が
濁
点
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
下
巻
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
清
濁
は
か
な
り
怪
し

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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Ⅱ　

「
瀉
瓶
」（
師
が
弟
子
に
の
こ
し
漏
ら
す
こ
と
な
く
教
え
を
伝
え
る
こ
と
―
中
村6

0
9

）
は
「
写

瓶
」
に
通
じ
る
。「
写
」
は
『
単
字
』（
反
切
下
字
去
）、『
音
訓
』（
平
）
で
あ
り
、『
単
字
』
を
参
照
す

れ
ば
、「
写
瓶
」（
去
去
→
去
上
）
と
な
り
、
字
類
抄
と
合
う
。『
単
字
』
系
の
音
注
を
持
つ
資
料
に
依

拠
し
た
か
、
単
な
る
誤
点
で
あ
る
か
は
即
断
出
来
な
い
。
た
だ
し
「
瀉
瓶
」
は
仮
名
音
注
が
呉
音
で
あ

る
と
理
解
出
来
る
こ
と
も
あ
り
、
上
字
の
声
点
が
誤
点
と
す
れ
ば
解
決
す
る
。

Ⅲ　

「
懺
愧
」
に
つ
い
て
は
次
項
目
（
Ｆ
）
で
述
べ
る
。

Ⅳ　

「
三
」
字
に
つ
い
て
は
、
仏
法
部
だ
け
で
も
三
昧
・
三
歸
・
三
明
・
三
論
の
全
て
で
去
声
点
が
付

さ
れ
て
い
る
た
め
、「
三
礼
」（
身
・
口
・
意
の
三
つ
で
、
三
た
び
礼
拝
す
る
こ
と
。
最
上
の
敬
礼
―
中

村4
9
2

）
の
（
平
平
）
は
（
去
平
）
の
誤
り
と
見
て
良
か
ろ
う
（
広
韻
去
声
も
あ
る
が
、
三
の
意
が
具

体
的
数
字
で
あ
ろ
う
た
め
に
平
声
（
呉
音
＝
去
声
）
と
な
る
）。
な
お
「
三
」
は
、『
読
経
口
伝
明
鏡

集
』
に
も
上
去
両
点
字
と
し
て
挙
が
る
。

Ｆ　

仮
名
音
注
に
漢
音
形
・
呉
音
形
が
混
在
す
る
語

　
　

5
3

香
花
（
去
上
濁
）
佛
法
部
／
カ
ウ
グ
ワ
（
カ
前
田
上1

0
7

オ
）

　
　
　

…
声
調
は
呉
音
系
だ
が
、
下
字
の
仮
名
音
注
が
漢
音
形
の
語

 

（
上
字
の
仮
名
音
注
は
呉
音
形
）

　
　

1
5
8

懴
慙
（
懺
悔
）（
平
平
）
同
（
僧
侶
分
）
／
サ
ン
ク
ヱ
／
又
下
字
悔
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

　
　
　

…
上
字
の
仮
名
音
注
が
漢
音
形
（
清
濁
不
問
）、

 

下
字
の
仮
名
音
注
が
呉
音
形
の
語
（
声
調
は
呉
音
系
か
）

　

「
香
花
」（
こ
う
け　

仏
に
供
え
る
香
と
花
と
。「
こ
う
は
な
」
と
も
よ
む
―
中
村3

9
4

）
は
「
カ
ウ

グ
ヱ
」
で
あ
れ
ば
問
題
の
な
い
語
で
あ
る
。
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
も
の
の
、
呉
―
漢
の
混
ぜ
読
み

（
あ
る
い
は
特
定
の
語
の
み
両
音
字
と
な
る
も
の
）
と
し
て
当
時
既
に
定
着
し
て
い
た
語
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

「
懺
慙
」
は
、「
懺
悔
」
か
「
慙
（
慚
）
悔
」
の
誤
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
懺

悔
」
と
し
て
処
理
し
た
（
少
な
く
と
も
、「
懺
慙
」
を
サ
ン
ク
ヱ
と
読
む
こ
と
は
な
い
）。

　

呉
音
で
は
そ
れ
ぞ
れ
セ
ン
ク
ヱ
、
セ
ン
ク
ヰ
の
形
が
想
定
さ
れ
る
が
、
佐
々
木
氏
は
、

　

□ 

本
書
の
加
点
者
は
、『
廣
韻
』
去
声
字
の
「
懺
」
を
、
漢
音
サ
ム
・
平
声
、
呉
音
ザ
ム
・
去
声
と

認
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
、
日
本
語
化
さ
れ
た
漢
音
声
調
、
と
で

も
呼
ぶ
べ
き
も
の
を
記
し
た
例
を
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
は
含
ん
で
い
る
。（
佐
々

木
二
〇
〇
六
）

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、「
懴
愧
」
は
呉
音
―
呉
音
型
と
な
り
辻
褄
が
合
う

が
、「
懺
悔
」
は
仮
名
音
注
・
声
調
と
も
に
漢
音
（
清
濁
不
問
）
―
呉
音
型
と
な
り
、
漢
呉
混
淆
し
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
他
の
可
能
性
を
考
え
る
と
、

① 

あ
る
い
は
加
点
者
は
、「
懺
」
の
呉
音
を
「
ザ
ム
」（
平
）
と
考
え
、「
懺
悔
」
の
「
懴
」
声
点
の
濁

点
を
落
と
し
、「
懴
愧
」
の
「
懴
」
声
点
を
誤
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
二
語
は
、

従
来
、
清
濁
が
曖
昧
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
二
巻
本
時
の
下
巻
収
録
語
に
当
た
り
、
そ
の
可
能

性
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

② 

あ
る
い
は
字
類
抄
中
に
左
の
如
き
例
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
加
点
者
が
漢
音
サ
ム
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（
平
）・
呉
音
ゼ
ム
（
去
濁
）
と
声
調
や
清
濁
を
誤
っ
て
認
識
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る

（
高
い
）
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

【
サ
ム
】
懺
〈（
右
傍
）
サ
ム
〉（
平
／
人
事
）

　
　
　

【
ザ
ム
】
懺
〈
ザ
ム
ズ
（
去
濁
平
軽
（
上
か
）
上
濁
）〉（
去
濁
／
人
事
）

　
　
　

【
セ
ン
】
無
懺
〈
ム
セ
ン
〉（
畳
字
）

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
認
識
で
は
次
の
よ
う
に
な
り
、
結
局
混
ぜ
読
み
を
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　

・
懺
悔
…
上
字
漢
音
・
下
字
呉
音

　
　
　

・
懺
愧
…
上
字
漢
音
（
声
調
清
濁
誤
点
）・
下
字
呉
音

③ 

あ
る
い
は
「
懺
」
を
「
慚
」（
呉
音
ザ
ム
／
去
、
漢
音
サ
ム
／
平
）
の
異
体
字
と
し
て
使
用
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

　
　
　

・
慚
悔
…
上
字
漢
音
（
清
濁
誤
点
）・
下
字
呉
音

　
　
　

・
慚
愧
…
両
字
呉
音
系

　

 

す
な
わ
ち
、
本
文
で
ず
れ
る
の
は
「
慚
悔
」
の
「
慚
」
字
を
平
声
（
正
し
く
は
去
声
）
と
し
て
い
る

こ
と
の
み
と
な
る
。
仮
に
「
慚
愧
」
の
み
誤
字
（
異
体
字
）
で
「
懺
悔
」
は
原
本
通
り
、
と
見
な
せ

ば
、「
懺
悔
」（
佐
々
木
説
、
①
②
）
の
問
題
の
み
が
残
る
こ
と
と
な
る
（
次
表
参
照
）。
た
だ
し
「
懺

悔
」
を
「
懺
慙
」
と
誤
っ
た
事
情
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
仏
法
部
と
い
う
特
殊
な
部
内
で
隣
接
す
る
語
の
共
通
字
に
、
清
濁
も
異
な
る
別
の

声
点
、
別
の
仮
名
音
注
を
付
す
と
い
う
の
は
、
余
程
注
意
散
漫
で
あ
る
か
、（
漢
呉
音
の
理
解
／
用
字

に
誤
り
が
あ
る
に
せ
よ
）
意
図
的
に
行
っ
た
差
声
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
無
論
、
別
の
可

能
性
と
し
て
、
熟
語
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
特
定
の
声
調
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
隣
接
語
で
上
字
が
同
意
義
の
「
ハ
ヅ
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
納
得
し
難
い
面
が
あ

る
。
な
お
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
漢
音
セ
ン
／
平
声
の
注
記
が
あ
り
、
本
字
へ
の
理
解
の
混
乱
が
見

ら
れ
る
。［
注
六
］

　

＊
懺
―
（
悔
） 

音
尖
（
平
）（
二
五
二
3
）

　

＊
懺
悔 　

さ
ん
げ　

仏
教
で
は
「
さ
ん
げ
」
と
よ
む
。（
中
略
）「
ざ
ん
げ
」
と
よ
む
こ
と
も
行
な
わ

れ
た
ら
し
い
（
中
村4

9
7

）

　

＊
慚
愧
・
慙
愧　

ざ
ん
ぎ
（
中
村4

9
9

・5
0
0

）

Ｇ　

声
調
と
仮
名
音
注
が
ず
れ
る
語　

―
声
調
は
漢
音
系
（
上
字
は
漢
呉
同
形
）
だ
が
、
仮
名
音
注

（
上
字
）
は
呉
音
形
の
語
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1
5
7

齊
（
斎
）
戒
（
平
去
）
サ
イ
カ
イ
（
サ
前
田
下5

1

オ
）

　
　

2
2
1

刹
柱
（
入
去
）
寺
家
（
セ
前
田
下1

1
0

ウ
）

　

こ
れ
ら
は
、
声
点
の
付
け
誤
り
（
こ
れ
ら
も
下
巻
収
録
語
）、
あ
る
い
は
左
に
引
用
し
た
高
松
氏
が

述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
両
点
字
と
な
る
も
の
と
し
て
処
理
出
来
よ
う
。
あ
く
ま
で
も
、
仮
名
音
注
が
編
纂

者
の
認
識
を
表
す
も
の
と
考
え
る
方
が
妥
当
と
考
え
る
立
場
か
ら
で
あ
る
。

　

□ 

一
方
、「
戒
」
の
方
は
、
五
戒
（
平
平
）
戒
牒
（
平
入
）
に
対
す
る
、
今
の
「
齋
戒
」
の
去
声
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
字
に
つ
い
て
は
、
諸
書
等
し
く
平
声
で
以
て
一
貫
し
て
あ
る
が
如
く
で
あ

る
。
法
華
経
で
も
ゆ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
と
す
れ
ば
、
或
い
は
、
こ
の
語
に
お
い
て
の
み
特
例
と

な
り
、
従
っ
て
、
そ
の
た
め
の
両
点
と
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。（
高
松
一
九
八
〇
ａ
）

　

＊
齋
戒　

さ
い
か
い
（
中
村4

4
8

）

　

＊
刹
柱　

せ
っ
ち
ゅ
う　

「
せ
っ
ち
ゅ
」
と
も
よ
む
。
刹
竿
に
同
じ
（
中
村8

2
7

）

　

＊
刹
竿 　

せ
っ
か
ん　

仏
寺
の
堂
塔
前
に
立
て
て
あ
る
長
い
竿
で
、
上
に
宝
珠
が
つ
け
て
あ
る
。
寺

院
で
説
法
の
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
た
め
に
立
て
る
し
る
し
の
旗
（
幡
、
幢
）
を
掲
げ
る
竿

（
中
村8

2
6

）

　

ま
た
、
下
字
が
呉
音
形
で
あ
る
直
接
の
根
拠
の
得
ら
れ
な
か
っ
た
語
（
三
点
字
で
、
対
立
）
と
し
て

「
長
行
」（
じ
ょ
う
ご
う　

偈
頌
の
対
。
経
論
の
う
ち
で
散
文
で
書
か
れ
た
文
章
を
い
う
―
中
村

7
5
0

）
が
あ
る
。

　

＊3
9

長
行
（
去
濁
上
濁
）
内
典
分
／
ヂ
ヤ
ウ
ガ
ウ
（
チ
前
田
上6

9

オ
）

　

字
類
抄
の
う
ち
「
微
行
（
平
平
濁
）
ヒ
ガ
ウ
」（
身
分
の
高
い
人
な
ど
が
、
他
に
知
ら
れ
な
い
よ
う

に
身
を
や
つ
し
て
外
出
す
る
こ
と
＝
日
国
「
ビ
コ
ウ
」）
は
、「
微
」
字
が
『
単
字
』（
ミ
／
去
）、『
音
訓
』

（
ミ
／
上
去
）
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
行
」
は
広
韻
平
声
（
歩
也
適
也
往
也
去
也
）
の
意
で
あ
ろ
う

か
ら
、
仮
名
音
注
、
声
調
と
も
に
漢
音
と
認
め
て
問
題
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
上
字
が
鼻
音
韻
尾
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
連
濁
例
と
し
て
は
不
適
切
で
、
あ
る
い
は
濁
点
は
「
微
」
の
も
の
が
誤
っ
て
下
字
に
付

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

「
ガ
ウ
」
は
直
接
「
行
」
に
「
ガ
ウ
」
と
注
し
た
呉
音
資
料
は
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
広
韻
平

声
に
二
音
あ
り
（
前
述
「
歩
也
～
」
庚
韻
、
そ
の
他
「
伍
也
列
也
」
唐
韻
が
あ
り
、
本
語
「
長
行
」
は

こ
ち
ら
の
意
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
中
国
音x ín

g

／h án
g

に
対
応
）
理
論
上
は
呉
音
に
ゴ
ウ
の
形
の
あ
っ

た
こ
と
は
推
定
出
来
る
た
め
、
当
時
こ
の
語
に
関
し
て
は
「
長
行　

じ
ょ
う
ご
う
」
で
定
着
し
た
読
み

方
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

□ 

「
行
」
は
、
韻
書
の
四
点
字
で
あ
る
。
こ
れ
の
呉
音
声
点
が
、
明
鏡
集
で
、「
梵
行
」
と
「
修
行
」

と
に
分
れ
る
こ
と
が
ま
ず
不
可
解
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
き
事
情
に
あ
り
そ
う
な
の
が
、
本
書
の

「
行
者
」
と
「
行
香
」「
行
道
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
梵
行
」
と
「
経
行
」
と
の
関
係
も
定
か
で
は

な
い
。
が
、
若
し
斯
く
定
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
早
穿
鑿
の
し
よ
う
が
な
い
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
既
に
、
先
の
、「
誓
願
」「
弘
誓
」
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
も
、
我

が
両
点
字
に
は
そ
の
謂
わ
れ
の
、
よ
く
推
し
得
な
い
も
の
が
混
ず
る
の
で
あ
る
。（
高
松

一
九
八
〇
ａ
）

　

＊
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
に
三
点
字
と
し
て
「
長
」「
行
」
が
挙
が
る
。
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【
表
八
】
問
題
点
ま
と
め

　

以
上
、
声
調
／
仮
名
音
注
が
呉
音
系
の
も
の
と
異
な
る
例
、
疑
義
の
残
る
二
四
例
を
概
観
し
た
が
、

こ
れ
を
改
め
て
整
理
す
れ
ば
【
表
八
】
の
通
り
で
あ
る
。
本
表
よ
り
、
分
類
、
巻
（
上
中
下
）
に
よ
る

顕
著
な
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
が
、
傾
向
と
し
て
は
、「
内
典
分
」（
仏
教
の
典
籍
に
関
わ

る
語
）
の
語
よ
り
も
、「
僧
侶
分
」「
法
会
分
」
所
属
の
実
際
的
な
仏
教
行
事
関
係
の
語
の
方
が
、
呉
音

の
体
系
か
ら
外
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
少
数
で
は
あ
る
が
、
明
ら
か
に
漢
音

を
示
し
た
一
部
の
語
に
関
し
て
は
、
漢
音
を
奨
励
し
て
い
た
国
家
が
仏
教
行
事
を
執
り
行
っ
て
い
た
こ

と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
全
二
二
六
語
の
う
ち
前
掲
二
四
語
が
「
一
見
呉
音
の
体
系
か
ら
外
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
」
こ
と
が
、
本
調
査
で
判
明
し
た
。
中
巻
を
中
心
と
す
る
仮
名
音
注
も
声
調
も
示
さ
れ
な
い
語
群
を

除
け
ば
更
に
母
数
が
減
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
少
な
く
と
も
「
仏
法
部
語
彙
は
呉
音
で
示
さ
れ
る
」
と

い
う
法
則
の
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
音
注
を
持
つ
語
の
う
ち
過

半
数
が
呉
音
を
示
す
こ
と
は
、
仏
法
部
語
彙
＝
呉
音
で
示
す
前
提
の
あ
る
も
の
と
確
認
さ
れ
る
）。
誤

写
・
誤
点
等
の
疑
い
の
残
る
も
の
に
関
し
て
は
、
新
た
に
善
本
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
明
確
な
こ
と
は
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言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
両
点
字
の
問
題
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
追
究
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
の
こ
と
か
ら
仏
法
部
、
ま
た
字
類
抄
の
性
格
に
ま
で
言
及
可
能
と
思
わ
れ
る
事
項
を
次
に
述
べ

る
。
た
だ
し
、
第
二
項
で
述
べ
た
検
証
結
果
は
繰
り
返
さ
な
い
。

○ 

字
類
抄
仏
法
部
内
に
は
、
漢
音
系
の
声
調
／
漢
音
形
の
仮
名
音
注
を
持
つ
語
が
あ
る
が
、
特
に
仮
名

音
注
に
関
し
て
は
、「
当
時
の
仏
典
以
外
の
典
籍
の
中
で
読
ま
れ
る
中
で
、
そ
の
よ
う
な
形
に
定
着

し
た
蓋
然
性
が
高
い
も
の
」
を
採
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
沼
本
氏
（
注

二
①
参
照
）
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
「
色
葉
字
類
抄
の
掲
出
字
に
は
要
す
る
に
規
範
的
な
観
点
か
ら
声

点
が
打
た
れ
て
い
る
」
も
の
と
は
違
う
一
面
を
示
す
も
の
と
し
て
も
確
認
さ
れ
よ
う
。
一
方
、「
定

着
」
の
傍
証
の
得
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。

○ 

字
類
抄
仏
法
部
内
に
は
、
声
調
／
仮
名
音
注
と
も
に
、
呉
―
漢
あ
る
い
は
漢
―
呉
の
混
淆
し
た
形
が

散
見
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
仮
名
音
注
が
混
ぜ
読
み
で
あ
る
語
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
成
熟
し
た
読

み
方
で
あ
る
場
合
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
声
点
に
つ
い
て
は
誤
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
な

く
、
特
に
「
懺
悔
」「
懺
愧
」
等
を
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
も
念
頭
に
置
い
て
本
辞
書
の
性

質
を
云
々
す
べ
き
と
言
え
よ
う
。

　

□ 

加
点
者
が
複
数
人
お
り
（
そ
の
内
に
は
呉
音
声
調
等
に
通
じ
な
い
者
も
お
り
）
同
字
注
が
混
乱
し

た
。

　

□ 

加
点
は
本
辞
書
の
完
成
形
の
語
の
排
列
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
加
点
あ
る
い
は
語
の

補
入
の
時
期
に
複
層
性
が
あ
る
た
め
、
一
見
不
条
理
に
混
乱
し
た
よ
う
に
見
え
る
（
そ
の
場
合
、

混
乱
は
、
加
点
時
期
か
加
点
者
の
知
識
か
に
拠
る
こ
と
と
な
る
）。

　

□ 

加
点
は
単
字
ご
と
に
行
わ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
畳
字
と
し
て
の
結
合
を
前
提
に
為
さ
れ
た
た
め
、

単
字
に
分
解
す
る
と
一
見
不
一
致
に
見
え
る
語
が
あ
る
。

○ 

字
類
抄
仏
法
部
語
彙
に
付
さ
れ
た
音
注
を
以
て
当
時
の
呉
音
体
系
に
帰
納
す
る
こ
と
の
難
し
い
面
が

改
め
て
確
認
さ
れ
た
一
方
で
、
仏
法
部
が
畳
字
部
中
の
他
部
に
比
し
て
異
質
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
明

ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
字
類
抄
編
者
あ
る
い
は
加
点
者
が
（
跋
文
に
は
編
者
が
差
声
し
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
文
章
が
あ
る
が
）、
漢
音
系
の
語
を
殆
ど
韻
書
に
依
拠
し
て
付
し
た
も
の
と
は
別

に
、
仏
教
語
に
つ
い
て
は
当
代
に
日
本
で
使
用
さ
れ
た
語
形
を
示
そ
う
と
し
た
仮
名
音
注
例
が
散
見

さ
れ
た
の
で
あ
る
（
声
調
に
つ
い
て
は
特
定
の
依
拠
資
料
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）。
誤
点
誤
注
の

存
在
に
注
意
し
つ
つ
、
当
時
日
本
語
化
し
つ
つ
あ
っ
た
呉
音
の
声
調
や
音
読
（
両
点
字
・
両
音
字

等
）
の
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

一
般
に
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
呉
音
の
み
を
示
し
た
純
呉
音
資
料
が
存
在
し
な
い
以
上
、
字
類
抄
の
加

点
者
の
依
拠
し
た
資
料
に
も
漢
音
の
混
入
、
誤
り
、
偏
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
字
類

抄
の
音
注
は
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
可
能
性
も
低
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、「
懺
悔
」「
懺
愧
」

の
例
を
始
め
と
し
て
、
依
拠
資
料
あ
る
い
は
字
類
抄
独
自
の
混
乱
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
今
後
も
意
義

の
あ
る
課
題
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

仏
法
部
語
彙
は
「
仏
法
部
」
に
意
義
分
類
さ
れ
た
語
群
で
あ
る
た
め
、
無
論
、
声
調
に
よ
っ
て
同
音
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異
義
語
を
見
分
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
韻
文
に
用
い
ら
れ
る
と
も
考
え
難
い
の
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
約
七
六
％
の
語
（
前
田
本
）
が
差
声
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
ま
た
他
の
畳
字
部
語
彙
に

紛
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
は
呉
音
形
を
示
す
）
か
ら
は
、
例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
語
を
口
に
出
し
て
唱
え

る
需
要
等
、
何
ら
か
の
意
義
を
想
定
し
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
の
重
点
部
の
研
究
中

（
藤
本
二
〇
一
一
）
に
、
重
点
（
殷
々
等
の
語
）
に
は
声
点
の
差
さ
れ
な
い
も
の
が
多
い
旨
を
示
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、
漢
詩
文
類
で
用
い
ら
れ
る
語
彙
に
こ
そ
声
調
表
示
が
求
め
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
の
に
、
そ
の
割
合
は
仏
法
部
語
彙
の
差
声
率
を
大
き
く
下
回
る
の
で
あ
る
。

 

［
注
一
］
理
趣
経
・
孔
雀
経
等
の
よ
う
に
専
ら
漢
音
で
読
ま
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
の
結
果

か
ら
も
特
に
字
類
抄
と
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
「
典
型
的
」
な

仏
典
と
認
定
し
な
い
。
一
方
で
法
華
経
・
大
般
若
経
の
よ
う
に
漢
音
が
混
入
す
る
と
さ
れ
る
資
料
に

つ
い
て
は
語
単
位
で
の
比
較
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
「
仏
法
部
」
の
規
範
性
を
出
発
点

と
す
る
た
め
、「
呉
音
を
期
待
」
す
る
の
で
あ
る
。

 

［
注
二
］
上
上
型
（3

2

斗
藪
）・
去
去
型
（1

8
4

周

（
匝
））
に
関
し
て
、
以
下
に
沼
本
氏
の
御
指
摘

①
～
④
を
掲
げ
る
（
字
類
抄
の
当
該
例
は
引
か
れ
な
い
が
、
①
で
は
字
類
抄
の
仏
法
部
以
外
の
語
を

引
用
さ
れ
た
）。
こ
れ
に
依
れ
ば
前
者
（
斗
藪
）
が
④
「
二
音
節
相
当
」
の
も
の
の
一
群
に
準
じ
、

後
者
（
周

）
が
③
の
理
由
に
よ
り
入
声
点
の
差
さ
れ
な
い
点
が
説
明
さ
れ
る
。
以
下
、「　

」
内

は
引
用
。

①
（
沼
本1

9
8
2

・
五
三
一
頁
・
五
三
五
頁
）

・「
上
声
で
初
ま
る
語
と
し
た
「2

6

袈
裟
」「2

9

五
鈷
」
の
「
袈
」「
五
」
も
も
と
去
声
で
あ
っ
た
も
の

が
上
声
化
し
た
新
し
い
形
が
示
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（「
五
鈷
」
は
色
葉
字
類
抄
で

は
掲
出
字
声
点
「
去0

平
」
で
あ
っ
て
こ
の
考
え
を
裏
づ
け
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
色
葉
字
類
抄
の
掲0

出
字
0

0

の
声
点
に
屡
々
和
名
抄
声
点
本
、
両
名
義
抄
の
声
点
と
異
な
る
も
の
が
存
す
る
の
は
、
そ
の
声

点
が
古
い
形
―
言
い
換
え
れ
ば
、
声
調
変
化
し
な
い
段
階
の
、
呉
音
・
漢
音
の
そ
れ
ぞ
れ
の
正
し
い

0

0

0

単
字
声
調

0

0

0

0

に
も
ど
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
―
を
示
し
て
い
る
為
で
あ
る
と
見
得
る
場
合
が
多
い
。

従
っ
て
、
色
葉
字
類
抄
の
掲
出
字
の
声
点
は
必
ず
し
も
当
時
の
常
用
の
漢
語
声
調
を
示
し
て
い
な
い

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
に
思
わ
れ
る
）。（
注
7
）」「（
注
7
）
本
稿
で
「
色
葉
字
類
抄
」
を
主

資
料
の
一
つ
と
し
て
取
挙
げ
な
か
っ
た
の
は
、
正
に
こ
の
理
由
に
依
る
の
で
あ
っ
て
、
色
葉
字
類
抄

の
掲
出
字
に
は
要
す
る
に
規
範
的
な
観
点
か
ら
声
点
が
打
た
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
生
の

姿
を
必
ず
し
も
伝
え
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

②
（
沼
本1

9
8
2

・
五
三
四
頁
）

・「
上
声
で
初
ま
る
も
の
は
、
本
来
去
声
で
初
ま
っ
た
も
の
が
変
化
し
た
新
形
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。」

「
語
頭
以
外
の
漢
字
の
声
調
は
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
の
安
定
化
の
た
め
に
変
化
さ
せ
ら
れ
、
呉

音
本
来
の
声
調
を
保
つ
割
合
が
非
常
に
低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」

③
（
沼
本1

9
9
7

・
二
一
六
頁
～「
九
條
本
法
華
経
音
と
妙
一
記
念
館
本
法
華
経
の
漢
字
声
調
の
対
照
」）

・「
九
條
家
本
入
声
字
に
本
書
で
平
声
点
の
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
「
匝　

三
匝
（
去
平
濁
）

　

七
匝
（
入
平
）」
を
挙
げ
ら
れ
、（
脣
内
入
声
字
で
あ
る
か
ら
）「
本
群
の
異
例
は
、
ハ
行
転
呼
音

に
よ
っ
て
そ
の
韻
尾
「
―
ふ
」
が
「
―
う
」
と
な
り
平
声
字
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
音

韻
的
背
景
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。」
と
さ
れ
る
。

④
（
沼
本1

9
9
7

・
二
四
五
頁
～
「
二
字
漢
語
の
声
調
に
つ
い
て
」）
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・（
妙
一
記
念
館
本
法
華
経
で
上
上
型
を
保
つ
も
の
に
つ
い
て
）「
一
音
節
字
で
去
声
を
保
っ
た
例
」
は

「
功
・
終
・
充
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
ク
ウ
」「
ジ
ュ
ウ
」「
ジ
ュ
ウ
」
と
「
二
音
節
相
当
と
し
て

認
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
」「
語
頭
で
の
例
外
は
殆
ど
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」

・（
同
じ
く
去
去
型
を
保
つ
も
の
に
つ
い
て
）「
な
ぜ
上
声
化
し
て
い
な
い
の
か
の
理
由
に
つ
い
て
は
明

確
で
は
な
い
が
、
或
い
は
一
語
化
し
て
い
な
い
と
認
識
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。」

 

［
注
三
］「1

7
9

誦
經
（
シ
前
田
下7

9

ウ
）」
は
所
属
篇
の
み
で
は
漢
音
（
シ
ョ
ウ
）
と
も
捉
え
得
る
が
、

呉
音
資
料
に
「
シ
ユ
ウ
」、
字
類
抄
に
「8

5

念
誦　

ネ
ン
シ
ユ
」
の
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
呉
音
（
シ

ユ
キ
ヤ
ウ
か
）
と
判
断
し
た
。

 

［
注
四
］
次
の
よ
う
な
例
（『
単
字
』『
音
訓
』
に
な
い
か
、
呉
音
資
料
に
揺
れ
が
あ
る
場
合
に
、
広
韻

と
も
一
致
し
得
る
も
の
）
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

 

［
注
五
］
沼
本
氏
（1

9
9
7

）
は
、「
平
声
字
の
上
声
・
去
声
差
声
例
」（
二
五
五
頁
～
）「
去
声
字
の
平

声
差
声
例
」（
二
五
八
頁
～
）
で
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
「
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
を
起
こ
し

て
平
声
か
ら
上
声
又
は
去
声
に
変
化
し
た
」「
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
に
よ
る
変
化
に
係
わ
る
例
」
の
あ

る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
型
以
外
の
も
の
が
字
類
抄
に
見
え
て
い
る
。

 

［
注
六
］
亀
井
孝
「
懺
悔
考
・
女
郎
考
」（1

9
8
5

、
初
出1

9
5
9

）
は
、「
懺
悔
」
の
音
を
「
サ
ン
ゲ
→

ザ
ン
ゲ
」
と
何
故
濁
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
、
主
に
「
慚
愧　

ザ
ン
ギ
」
と
の
関
係
に
よ
り
論
じ
た

も
の
で
あ
る
が
、
下
字
（
清
音
）
や
呉
音
形
（
セ
ン
）
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
た
め
（「
清

濁
の
別
は
明
瞭
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
）、
こ
こ
で
は
論
文
名
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。

【
使
用
テ
キ
ス
ト
・
索
引
】

『
保
延
本　

法
華
経
単
字
』（
貴
重
図
書
影
本
刊
行
會
／1

9
3
3

）

　
　

『
法
華
経
単
字
漢
字
索
引
』（
島
田
友
啓
編
／
古
字
書
索
引
叢
刊
／1

9
6
4

）

『
心
空　

法
華
経
音
訓
』（
貴
重
図
書
影
本
刊
行
會
／1

9
3
1

）

　
　

『
法
華
経
音
訓
漢
字
索
引
』（
島
田
友
啓
編
／
古
字
書
索
引
叢
刊
／1

9
6
5

）

『
法
華
経
音
義　

三
種
』（
古
辞
書
音
義
集
成5

／1
9
8
0

）

『
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

　
　

東
辻 

保
和
「
安
田
八
幡
宮
蔵 

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
音
注
（
資
料
）」（「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」4

4

／

1
9
7
1

）
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東
辻 

保
和
・
岡
野
幸
夫
「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
音
注
（
索
引
）」（「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」

1
1
9

／2
0
0
7

）

『
図
書
寮
本　

類
聚
名
義
抄　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
』（
築
島
裕
他
編
／
勉
誠
社
／1

9
7
6

）

『
観
智
院
本　

類
聚
名
義
抄
』（
正
宗
敦
夫
校
訂
／
風
間
書
房
／1

9
5
5

）

『
校
正
宋
本
廣
韻　

附
索
引
』（
陳
彭
年
等
重
修
／
藝
文
印
書
館
校
正
／1

9
6
7

）

『
長
承
本　

蒙
求
』（
築
島
裕
編
／
汲
古
書
院
／1

9
9
0

）

『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
』（
中
田
祝
夫
編
／
霊
友
会
／1

9
8
8

‐1
9
9
3

）

『
性
霊
集
一
字
索
引
』（
静
慈
圓
編
／
東
方
出
版
／1

9
9
1

）

【
参
考
文
献
】（
論
文
）

岩
崎
小
弥
太
「
名
目
雑
抄
」（『
金
田
一
博
士
古
稀
記
念
：
言
語
民
俗
論
叢
』
／
三
省
堂
出
版
／1

9
5
3

）

櫻
井
茂
治
「
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄
」
所
載
の
ア
ク
セ
ン
ト
―
形
容
詞
・
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
―
」（「
国
学
院

雑
誌
」6

0

／1
9
5
9

）

山
田
俊
雄
「
読
み
癖
・
故
実
読
み
序
説
」（「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」2

5

‐1
0

／1
9
6
0

）

山
田
俊
雄
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
中
の
漢
字
音
の
清
濁
一
、二
に
つ
い
て
」（「
成
城
文
芸
」2

5

／1
9
6
1

）

鈴
木
真
喜
男
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
漢
字
音
標
記
（
1
）
―
直
音
音
注
に
つ
い
て
―
」（「
文
芸
と
思
想
」2

4

／1
9
6
3

）

福
永
静
哉
「
神
宮
文
庫
蔵
零
本
「
色
葉
字
類
抄
」
管
見
―
声
点
表
記
を
中
心
に
―
」（「
女
子
大
国
文
」3

5

／

1
9
6
4

）

奥
村
三
雄
「
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
小
考
―
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
を
中
心
と
し
て
―
」（「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」3

2

／1
9
6
6

）

鈴
木
真
喜
男
「
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
字
音
注
の
所
在
、
お
よ
び
、
直
音
音
注
」 （「
文
芸
と
思
想
」2

8

／1
9
6
6

）

こ
ま
つ
ひ
で
お
「
声
点
の
分
布
と
そ
の
機
能
（
1
）
―
前
田
家
蔵
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄
」
に
お
け
る
差
声
訓

の
分
布
の
分
析
―
」（「
国
語
国
文
」3

5

‐7

／1
9
6
6

）

黒
沢
弘
光
「
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
畳
字
門
の
字
音
声
点
―
清
濁
表
示
よ
り
の
考
察
―
」 （「
言
語
と
文
芸
」9
‐

5

／1
9
6
7

）

河
野
六
郎
「
日
本
呉
音
」
に
就
い
て
（「
言
語
学
論
叢
」1

5

／1
9
7
6

）

二
戸
麻
砂
彦
「
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
音
注
攷
―
1
―
同
音
字
注
の
考
察
」（「
国
語
研
究
」4

2

／1
9
7
9

）

高
松
政
雄
「
呉
音
声
調
史
上
の
一
齣
―
色
葉
字
類
抄
の
声
点
―
」（「
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
．
人
文
科

学
」2

8

／1
9
8
0
a

）

高
松
政
雄
「
色
葉
字
類
抄
の
声
点
」（「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」6

5

／1
9
8
0
b

）

高
松
政
雄
「
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
の
声
点
に
つ
い
て
」（「
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」1

5

／1
9
8
2

）

高
松
政
雄
「
中
世
仏
家
に
お
け
る
呉
音
―
心
空
―
」（「
国
語
国
文
」5

2

‐5

／1
9
8
3

）

沼
本
克
明
「
読
経
口
伝
明
鏡
集
（
故
山
田
孝
雄
博
士
蔵
文
安
本
、
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
文
亀
本
）
解
説
并
び
に

影
印
」（『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』1

3

／1
9
9
1

）

兪
鳴
蒙
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
反
切
注
と
出
典
（
そ
の
1
）」（「
摂
大
人
文
科
学
」1

／1
9
9
4

）

梅
崎
光
「
色
葉
字
類
抄
の
声
点
小
考
」（「
語
文
研
究
」7

9

／1
9
9
5

）

佐
々
木
勇
「
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
音
」（「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」1

1
6

／2
0
0
6

）
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加
藤
大
鶴
「
呉
音
系
字
音
を
反
映
す
る
二
字
漢
語
の
抽
出
方
法
―
『
半
井
家
本
医
心
方
』
を
用
い
て
―
【
附
資

料
】」（「
国
語
学
研
究
と
資
料
」3

0

／2
0
0
7

）

二
戸
麻
砂
彦
「
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
同
音
字
注
」（「
山
梨
国
際
研
究
」3

／2
0
0
8

）

二
戸
麻
砂
彦
「
鎌
倉
初
期
書
写
色
葉
字
類
抄
の
音
注
」（「
山
梨
国
際
研
究
」5

／2
0
1
0

）

藤
本
灯
「
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
重
点
部
の
研
究
」（「
日
本
語
学
論
集
」7

／2
0
1
1

）

【
参
考
文
献
】（
書
籍
）

小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論
考
』（
風
間
書
房
／1

9
7
1

）

金
田
一
春
彦
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
：
原
理
と
方
法
』（
塙
書
房
／1

9
7
4

）

中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
編
『
色
葉
字
類
抄　

研
究
並
び
に
総
合
索
引　

黒
川
本
影
印
篇
』 

（
風
間
書
房
／1

9
7
7

）

沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
／1

9
8
2

）

高
松
政
雄
『
日
本
漢
字
音
の
研
究
』（
風
間
書
房
／1

9
8
2

）

亀
井
孝
『
亀
井
孝
論
文
集
4　

日
本
語
の
す
が
た
と
こ
こ
ろ
（
二
）』（
吉
川
弘
文
館
／1

9
8
5

）

川
瀬
一
馬
『
増
訂　

古
辞
書
の
研
究
』（
雄
松
堂
出
版
／1

9
8
6

）

高
松
政
雄
『
日
本
漢
字
音
概
論
』（
風
間
書
房
／1

9
8
6

）

奥
村
三
雄
『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
研
究
―
上
代
語
を
中
心
に
―
』（
風
間
書
房
／1

9
9
5

）

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
―
体
系
と
表
記
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
汲
古
書
院
／1

9
9
7

）

【
辞
典
類
】

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
／1

9
5
4

‐1
9
5
7

増
訂
版
）

『
仏
教
語
大
辞
典
』（
中
村
元
／
東
京
書
籍
／1

9
7
5

）

『
密
教
大
辞
典
』（
密
教
大
辞
典
編
纂
会
編
／
法
蔵
館
／1

9
9
1

縮
刷
再
版
）

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
／2

0
0
0

‐2
0
0
2

第
二
版
）

『
織
田
仏
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版
／2

0
0
5

補
訂
縮
刷
版
）

【
使
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
】

大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（S

A
T

／
東
京
大
学
文
学
部
）

［
付
記
］
本
稿
は
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料　

第
一
三
〇
輯
」（
平
成
二
五
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
に
若

干
の
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
肥
爪
周
二
先
生
に
は
多
く
ご
指
導
を
賜
っ

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。




